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視覚障害乳幼児用概念発達指導プログラムについて

＜資　料＞

田中由紀子．・小林　秀之．．

要旨：視覚障害乳幼児の概念発達に必要な領域及び発達の道筋を明らかにするとともに，公表されている各

種指導プログラムとの関連性を重視し，発達を促すための指導内容・方法を明らかにすることを目的として．

視覚障害乳幼児用概念発達指導プログラムを作成した。具体的には，文献研究および調査研究により作成し

た試案を，実践研究にて検証し，最終的に指導プログラムとして整理した。

本報告ではそのプログラムを紹介するが，視覚障害乳幼児の概念発達を促すために，盲学校幼稚部および

教育相談等で活用して頂きたい。

キーワード：視覚障害乳幼児．概念，指導プログラム

I．はじめに

視覚障害児に生じる発達の壁は，一般的な概念発達

において重要な質的変化のある時期と重なっているこ

とが示されている。「歩けない」という第1の発達の

壁は，「ものの永続性」の概念が未獲得であることも

要因となっていることから，指導の際に．「あるけない」

という一側面のみでなく，要因となっている概念に視

点をあることで，バランスの取れた全体的な発達を促

せるのではないかと考えた。

また，盲学校では，生活経験のみでは獲得できない

力を育てるため，様々な指導プログラムを活用し，指

導を行ってきた。しかし，指導プログラムごとに示さ

れた内容のみを指導しがちであったり，領域が遅れが

ちな指導内容にとどまったりしているため，繰り返し

指導を行っても，伸びがみられないことがあった。ま

た，概念については．焦点化された指導が十分に行わ

れていないのが現状である。さらに，幼児期は小学部

の学習を支える基礎的な力を完成させたいが．実際に

は未完成である例が少なくないため，小学部の指導の

際に困難が生じている。これらのことから既存の指導

プログラムと関連させた．指導内容・方法を示すこと

が必要であるといえる。

そこで，視覚障害乳幼児用概念発達指導プログラム

を作成した。作成にあたっては，文献研究および調査

’広島県立広島中央特別支援学校

．．広島大学大学院教育学研究科障害児教育学講座

研究，さらに実践的な検証を行った。調査研究におい

ては，盲学校において視覚障害乳幼児に指導経験の豊

富な先生方より，貴重な意見をいただいた。

また，本プログラムの指導内容は小学部以降の学習

を支える基礎的能力を完成させる段階である幼児期に

獲得する必要があり，かつ視覚障害により日常生活経

験のみでは獲得しにくいものとした。これまでの方法

では獲得しにくかったと思われる内容を精選し，指導

や評価がしにくいといわれていた概念指導に，1つの

方向性を提案できればと考えている。

Ⅱ．視覚障害乳幼児用概念発達指導プログラ

ムについて

本プログラムは，達成目標（指導項目）の全体像を

把握するための一覧表と指導内容・方法などを示した

プログラムからなっている。

1．一覧表について

1）領域：本プログラムは，Tablelに示したとおり，

6つの領域からなっている。

2）発達段階：発達段階は，広D－K式視覚障害児用

発達診断検査に対応させている。区分はTable2に示

すとおりである。

3）関連するプログラムについて：公表されている各

種視覚障害児用指導プログラムのうち，次に示す指導

プログラムと本プログラムで同一の指導となる場合に

は．その旨を明示した。なお．一覧表には（行）（手）
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Tablel　領　　域

領域番号 領域名 領域番号 領域名

1 外界 との関係 2 対概念

1 ） もの 3 数量

2 ） 視覚刺激 との結びつ き 4 ボディイメージ

3 ）
視覚以外の感覚刺激 と

の結びつき

5 基本図形

6 空間

Table2　発達年齢区分

発達 段 階　　　　　　　　 年 齢 発 達段 階　　　　　　　 年 齢

Ste p l　　　　　　　 O ：0 ～ 0 ：3 St e p 4 前 期　　　　　 1 ：6 ～ 1 ：11

S t ep 2 前期　　　　　 0 ：4 ～ 0 ：5 St e p 4 中期　　　　　 2 ：0 ～ 2 ：5

Ste p 2 後期　　　　　 0 ：6 ～ 0 ：8 St e p 4 後 期　　　　　 2 ：6 ～ 2 ：11

S te p 3 前 期　　　　　 0 ：9 ～ 1 ：2 St e p 5 前 期　　　　　 3 ：0 ～ 3 ：11

S t ep 3 後 期　　　　　 1 ：3 ～ 1 ：5 St e p 5 中期　　　　　 4 ：0 ～ 4 ：11

Table3　視覚障害が影響を及ぼす程度についての基準

段階 基　 準

A 視覚障害がほとん ど影響を及 ぼさない項 目

B
視覚障害が影響を及 ぼすが，教材 ・教具 など視覚障害 に配慮 した指導の中で，比較的

容 易に獲得 できる項 目

C
視 覚障害が影響 を及ぼ し，教材 ・教具など視 覚障害に配慮 した指導を行 っても，達成

することがかな り困難な項 目

D 視 覚障害の影響で不可能な項 目

などの表記としている。

「視覚障害乳幼児用行動発達指導プログラム」：（行）

「祝党障害幼児用手指訓練指導プログラム」：（手）

「視覚障害幼児用感覚訓練指導プログラム」：（感）

「視覚障害幼児用言語指導プログラム」：（言）

「初期視覚学習プログラム」：（祝）

「保有税機能活用指導プログラム」：（保）

「広D式弱視児用形体概念学習カード」：（体）

「発達段階別歩行指導法」：（歩）

「始歩一白杖導入期用盲児歩行指導プログラム」：（始）

4）あらゆる場を利用した方がよい項目について：あ

らゆる場を利用して，取り組んだ方がよい項目につい

ては，一覧表および本プログラムに★印をつけた。

5）「全盲」用・「光党～指数弁」用・「弱視」用の指

導項目について：視力障害の程度により，「全盲」用・

「光党～指数弁」用・「弱視」用の指導項目がある。そ

れぞれ，「全盲」用：【盲】，「光党～指数弁用」：【光】．

「弱視」用：【弱】と記した。

2．プログラムについて

1）達成目標：達成目標を＜　＞内に記し，†の後は，

その項目を獲得できたと考える具体的行動を示してい

る。なお，取消線については，5）－（2）で説明している。

2）視覚障害の程度：視覚障害の程度を．「全盲」「光

党～指数弁」「弱視」の3つに区分している。

3）視覚障害が影響を及ぼす程度：視覚障害がそれぞ

れの具体的行動の達成にどの程度影響を及ぼすかにつ

いて，ABCDの4段階で記している。その基準は，

Table3に示すとおりである。ただし，ABCDの基準

はこれまでの生活経験や保有視力の程度により異なる

ため，必ずしもこの限りではない。

4）障害別の指導内容：視覚障害の程度により，「全盲」

用，「光党～指数弁」用，「弱視」用に分けて，指導内

容・方法を記している。

5）指導内容・方法（例）：前述の「視覚障害が影響

を及ぼす程度」に応じて，記載内容が異なる。

（1）Aの場合：項巨＝ま記載していない。

（2）BまたはCの場合：指導内容・方法として，具

体的行動目標達成のための内容・方法を例示的に示し
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ている。その内容が．各種指導プログラムの同一項目

に該当する場合には．プログラム名および項目番号を

【】内に記している。

原則として．指導内容・方法（例）の記述をもとに，

指導を行い，指導実施後は，それぞれの指導項目が獲

得されたかどうかを判断する。また，具体的行動目標

の項目が難しいと判断した場合には，その段階以前に

抜け落ちている項目があると考えられるため，「前段

階の学習」欄を見て必要な指導を行う。

なお，達成目標欄の具体的行動の一部を削除すれば

可能になる場合には，具体的行動に取消線を引き，指

導内容・方法（例）欄に「消すとO」と記載し．その

指導内容・方法を記している。さらに，達成目標欄の

具体的行動一部を変更すれば可能な場合も．取消線を

引き，指導内容・方法（例）欄に変更内容を記載し，

その指導内容・方法を記している。

（3）Dの場合：項巨＝ま記載していない。

6）前段階の学習・発展学習：指導項目の中には，「前

段階の学習」および「発展学習」が記されている項目

がある。「前段階の学習」は，その指導項目を指導す

る前に獲得しておきたいと考える内容である。「発展

学習」は，その指導項目を獲得した後に行う発展的内

容を記している。時期が明確なものについては，その

時期も合わせて記載している。

3．活用にあたって

1）指導内容・方法について：指導内容・方法（例）

は1つの例としてとらえ，対象乳幼児の実態に応じて

より適切な方法をとったり，項目間でスモールステッ

プを踏んだりするなどの配慮を行っていくのがよいと

考える。

2）関連するプログラムについて：現場では個別の指

導計画を作成し指導が行われており，その際，さまざ

まな指導プログラムが活用されている。本プログラム

の中に．各種指導プログラム名とその項H番号を明記

することで，該当乳幼児に必要な指導内容や領域間の

発達の関連が見えてくるような配慮を行った。

また，これまで概念指導として活用されてきた「視

党障害幼児用感覚訓練プログラム」（中川他，1986）

の前段階にあたる乳幼児にも活用できると考えてい

る。

3）指導項目について：本プログラムでは，手指によ

る操作活動を取り入れながら，机上で行う指導内容を

中心としている。これは，盲学校幼稚部での自立活動

の個別の指導時間や教育相談の相談時間を想定してい

るためである。

4）適用年齢について：本プログラムの適用年齢は，

概ね発達年齢0才から5才程度を考えている。それぞ

れの時期により必要な指導のスタンスがあるが，本プ

ログラムでは，小学部での学習を目指したベースを作

るためのボトムアップ型の指導を前提としている。し

たがって，生活年齢では．小学部低学年程度までを想

定している。

5）評価について：本プログラムの活用にあたっては．

適切な評価が欠かせないと考える。したがって，目標

設定は，広D式視覚障害幼児用発達指導計画立案シス

テム（五十嵐他，1993）で示されている発達予測のよ

うな方法を併せて活用するとよいと考える。

付　記

本指導プログラムは，平成16年度大学院派遣研修に

おいて作成した修士論文「視覚障害乳幼児の概念発達

を促す指導のあり方に関する提言一概念の発達を軸と

した指導プログラムの作成とその適用の効果から－」

の一部である。
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）

2
こ1
1

S
te
p4

後
期

8
）色

が
わ

か
る
。
（保

）
（言

）
【
光

・弱
】

5
）
長

短
の

理
解

（
言

）
6
）高

低
の

理
解

（
感

）
8
）基

本
図

形
の

形
合

わ
せ

を
す

る
。
（保

）

9
）
丸

を
描

く
。
（
図

形
描

き
（り

）

10
）応

用
図

形
の

形
あ

わ
せ

を
す

る
。
（9

（保
）
t
弱

】

6
）積

み
木

で
ト
ラ
ッ
ク
を
つ

く
る

。
（
積

み
木

（9
）

7
）位

置
関

係
の

理
解

③
（
3
列

×
3
行

）

8
）積

み
木

で
家

を
つ

く
る

。
（
積

み
木

（診
）

3
こ1
1

S
te
p
5

前
期

1
1
）砂

に
穴

を
掘

る
。
水

を
入

れ
る
。

9
）画

用
全

部
に

絵
を
描

7
）
重

軽
の

理
解

（
言

）
（感

）
2
）数

を
敵

え
る
。
（∂

5
）身

体
部

位
を
絵

に
描

く
。
（り

1
1）
一

つ
の

丸
を
描

く
。

（砂
③

）
【
盲

・光
】

く
。
（
桧

（か
）

8
）
遠

近
の

理
解

g
）
深

浅
の

理
解

（
1
0
ま

で
）
【
盲

・

光
】

（耳
」

凱
足

．
腕

．
手

．
眉

毛
．
眼

．
頭

髪
，
首

筋
の

う

ち
3
つ
程

度
）

（
図

形
描

き
②

）
（手

）

12
）十

字
を
描

く
。
（図

形
描

き
③

）
13
）応

用
図

形
の

形
あ
わ

せ
を
す

る
。
②

【
弱

】

4
ニ1
1

S
te
p
5

中
期

1
2
）砂

山
で

ト
ン

ネ
ル

を
掘

る
。
（砂

辱
）
）

1
0
）色

を
使

っ
た
絵

を
描

く
。

3
）数

を
数

え
る
．
（診

6
〉身

体
を

中
心

に
し
た

左
14
）正

方
形

を
描

く
。
（
図

形
描

き
嶋
）
）

9
）桟

に
並

ん
だ

も
の

の
位

置
1
3
）信

号
を
渡

る
。
（も

の
の

用
途

③
）

（絵
②

）
（形

）
（
1
3
ま

で
〉

右
を

言
う
。
（始

）
15
）三

角
形

で
四

角
形

を
つ
く
る

。
を

覚
え
て

た
た

く
。

（
体

）
1
1
）
思

っ
た
も
の

を
絵

に
描

く
。
（
桧

③
）
【
盲

・光
】

7
〉身

体
部

位
を
桧

に
描

く
。
（a

（耳
」

凱
足

，
腕

．
手

．
眉

毛
．
眼

．
頭

髪
．
首

筋
の

う

ち
6
つ
程

度
）

（始
）

（感
）

※
．
【
盲

】
は

全
盲

用
．
1
光

】
は

光
覚

一
指

数
弁

用
．
【弱

】
は

弱
視

用
の

項
目

で
あ
る

こ
と
を
示

し
て
い

ま
す

．
★

印
に

つ
い

て
は

．
あ

b
ゆ

る
場

を
利

用
し
て
取

り
組

ん
だ

方
†
よ
い

項
目
を

示
し
て
い

ま
す

．

※
各
種
関
連
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
記
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
，
・
「
視
覚
障
害
乳
幼
児
用
行
動
発
達
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
（
行
）
・
「
視
覚
障
害
幼
児
用
手
指
訓
練
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
（
手
）

・
r視

覚
障
害
幼
児
用
感
覚
訓
練
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
く
感
）
・
「
視
覚
障
害
幼
児
用
言
語
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
J　

こ
（
言
）
・
「
初
期
視
覚
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
（
視
）
・
「
保
有
視
機
能
活
用
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
こ
（
保
）

・
「

広
D式

弱
視

児
用

形
体

概
念

学
習

カ
ー

ド
」

こ
（

体
〉

・
「

発
達

段
階

別
歩

行
指

導
法

」
ニ

（
歩

）
・

「
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

育
児

歩
行

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
J　

ニ
（

始
）

田 寺 野 田 袖 ・ 与 音 　 韻 柑



1，
外

界
と

の
関

係
　

1〉
も

の

謡 掩 詔 咄 声 寧 声 寧 頭 坤 軍 師 軍 畢 や や ㌣ ＿ と り 望 一 ベ

尭
逮

段
落

年
l
舌

達
成

日
欄

視
文

陣
書

の

ぎ
‘・

影
守

を

及
ぼ

す
Iき

度
指

導
内

容
・方

法
（
飼

）
前

段
総

の
学

習
突

風
学

習

S
te

p

2
後

期
′－

0
こ8

≪
も

の
へ

手
を

伸
ば

し
．
他

の
場

所

へ
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
≫

†

1
）
遠

く
一に

一筋
掠

粗
た

玩
具

に
手

を

伸
ば

し
た

り
，
移

動
し

よ
う
と

す
る
。

全
盲

C

・
「
連

続
し

た
昔

を
l瑚

い
て

j
な

ら
O

。
音

を
鳴

ら
し

て
．
音

の
方

へ
手

を
伸

ば
し

た
り
，
這

お
う
と
さ

せ
る

。

・
【
発

達
段

階
別

歩
行

指
導

法
領

域
4
－
S
te

p
2
－
2
】

ガ
ラ

ガ
ラ
な

ど
を

す
ぐ

近
く

で
振

り
，
と

ら
せ

る
。
方

法
は

．
音

を
出

す
，
手

に
少

し
触

れ
さ

せ
て

知
ら
せ

る
な

ど
が

良
い

。
提

示
場

所
は

，
手

を
伸

ば
し

や
す

い
と
こ

ろ
か

ら
行

う
。

お
も

ち
ゃ

は
．
興

味
・関

心
の

あ
る

ガ
ラ

ガ
ラ

・オ
ル

ゴ
ー

ル
・振

動
す

る
お

も
ち

ゃ
な

ど
が

適
切

。

光
覚

～
指

数
弁

C

・
「
全

盲
J
と

同
一

の
方

法
。

弱
視

C

・
「
全

盲
」
と

I14
一

の
方

法
【初

期
視

覚
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
Ⅳ

－
2
－
1
）
】

・
は

っ
き

り
と
し

た
色

の
も

の
を

提
示

物
と
し

て
，
使

用
す

る
。
背

景
色

と
の

コ
ン

ト
ラ
ス

ト
も

は
っ

き
り
す

る
よ

う
・多

用
途

探
索

机
上

に
玩

具
を

置
き

，
探

索
操

作
さ

せ
る

。

な
環

境
に

配
慮

す
る

。
玩

具
は

．
子

ど
も

の
興

味
や

発
達

段
階

に
応

じ
た

も
の

を
使

用
。

・
多

用
途

抜
索

机
に

バ
ン

ギ
ン

グ
パ

ネ
ル

を
設

放
し

．
吊

し
た

光
源

や
玩

具
を

操
作

さ
せ

る
。

≪
小

さ
い

も
の

へ
の

注
意

（
も

の
の

形
（》

〉
≫

†

2
）
ボ

タ
ン

な
ど

の
′」
、
さ

な
も

の
に

注
．

意
を

向
け

て
い

じ
る

。

全
馬

B

・
r
手

で
触

れ
さ
せ

る
と

J
な

ら
O

。

【
視

覚
障

害
乳

幼
児

用
行

動
発

達
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

Ⅱ
－
卜

B
－
d
】

・
ビ

ー
玉

や
，
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク
ス

の
ス

イ
ッ
チ

に
ふ

れ
さ

せ
た

り
，
つ

ま
ま
せ

た
り
す

る
。

・
音

や
感

触
で

フ
ィ
ー

ド
′く

ッ
ク

す
る
も

の
か

ら
は

じ
め

る
と
よ

い
。

・
机

上
に

繹
き

探
索

さ
せ

る
よ

う
に

す
る

。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
－
1
）－

6
）】

光
寛

～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

ト
1
ト

6
）】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

く
0
ニ4

～
1
こ6

過
ぎ

＞

・
コ
ン

ト
ラ

ス
ト
を

明
確

に
し

，
視

覚
的

探
索

を
さ
せ

る
。

【保
有

視
機

能
活

用
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
4
－

1
〉
・2

）
・3

）
・4

）
】

・ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

こ探
索

範
囲

狭
い

→
広

い
・ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

上
に

．
目

標
物

（大
き

さ
6
c
In
以

下
）
を

置

き
．
探

索
し
て

と
ら

せ
る

。

置
く
も

の
こ
目

標
物

と
他

の
物

5
個

→
目

梗
物

と
他

の
物

2
種

類
5
個

→
マ

グ
ネ

ッ
ト
1
0
個

・
「
全

盲
」
と

同
様

。

S
t叩 3

前
納

・－
1こ
2

≪
布

で
隠

れ
た

も
の

を
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

≫

†

3
）
布

で
全

部
隠

れ
た

自
動

車
を

と
り

全
盲

C

・
「触

察
し

て
」
な

ら
O

。

・興
味

を
持

っ
て

い
る

お
も

ち
ゃ

の
吾

を
出

し
．
探

索
し

て
取

ら
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

ニ音
が

持
続

的
に

聞
こ
え

る
お

も
ち

ゃ
→

断
続

的
に

聞
こ
え

る
お

も
ち

ゃ

光
覚

～
指

数
弁

C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

出
す

。
・
は

っ
き

り
し
た

色
に

し
た

り
，
縞

模
様

に
す

る
な

ど
，
提

示
の

際
の

コ
ン

ト
ラ
ス

ト
を

明
確

に
す

る
。

・お
も

ち
ゃ

を
隠

し
た

後
．
見

つ
け

る
過

程
を

事
前

に
見

せ
る
。

・視
覚

提
示

の
際

，
対

象
を

動
か

し
，
よ

り
注

目
で

き
る

よ
う
に

さ
せ

る
。

≪
容

器
に

砂
を

出
し
入

れ
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
（
砂

（む
）
≫

†

4
）
砂

い
じ

り
を

好
み

．
砂

を
容

器
に

入
れ

た
り
，
出

し
た

り
し

て
遊

ぶ
。

【盲
・
光

】

全
庁

B

・空
き

容
器

を
準

備
し

，
入

れ
た

り
出

し
た

り
す

る
動

作
を

教
え

，
さ

せ
る

。
・
砂

に
十

分
触

れ
さ

せ
る
。

例
こ
砂

遊
び

，
泥

遊
び

，
畑

い
じ

り
な

ど
で

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1）
－
9
日

光
寛

～
指

数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「
全

盲
」
と

同
様

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

1）
－
9
）
】

≪
戸

を
開

け
閉

め
す

る
。
（
も

の
の

用
途

①
）
≫

★

†

5
）
戸

を
あ

け
る

こ
と

が
わ

か
る

。
（
時

子
や

ふ
す

ま
を

，
一

人
で

開
け

た

り
．
閉

め
た

り
す

る
。

）
【
盲

・
光

】

全
盲

B

・動
作

を
数

え
，
戸

を
触

ら
せ

．
聞

け
閉

め
さ

せ
る
。

・
戸

が
聞

い
て

い
る

時
と

．
閉

ま
っ

て
い

る
と
き

の
違

い
を

知

ら
せ

る
。
例

こ人
の

出
入

り
．
風

，
戸

の
外

か
ら

の
音

の
大

き
さ

の
遠

い
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1）
－
10

）1

光
寛

一
指

数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1）
－
10

）】
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S
tl
lP

4
前

期
一一

1こ
1
1

≪
も

の
の

形
の

違
い

に
よ

り
．
区

別

し
て

並
べ

る
。

（も
の

の
形

②
≫

T

6
）
家

族
の

茶
わ

ん
，
は

し
な

ど
を

知
っ

て
い

て
な

ら
べ

る
。
）
（食

卓

で
．
他

の
人

の
物

と
自

分
の

と
区

別

全
盲

C

・
指

示
を

聞
き
な

が
ら

．
食

卓
の

上
の

お
盆

や
ラ

ン
チ

ョ
ン

マ
ッ

ト
上

に
．
そ

れ
ぞ

れ
の

食
器

を
，
並

べ
さ

せ

る
。
食

器
こプ

ラ
ス

テ
ィ
ッ

ク
と

コ
レ

ー
ル

食
器

な
ど

．
材

質
・形

・
大

き
さ

を
変

え
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
も

た
せ

た

る
。
感

触
の

違
う
シ

ー
ル

な
ど

を
貼

っ
て

も
よ

い
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1ト
2
）】

光
寛

一
指

数
弁

C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1）
－
2
）】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

1
）－

2）
】

が
で

き
る
。

）
・
色

や
柄

，
大

き
さ

や
形

を
変

え
，
特

徴
的

な
違

い
を

見
て

判
断

さ
せ

る
よ

う
に

す
る
。

お
盆

や
ラ

ン
チ

ョ
ン

マ
ッ
ト
な

ど
の

コ
ン

ト
ラ
ス

ト
を

明
確

に
す

る
。

≪
水

を
容

器
か

ら
出

す
。
（
水

②
）

≫
†

7
）
ぴ

ん
な

ど
に

水
を

入
れ

て
，
こ

ぼ

し
て

喜
ぶ

。
【
盲

・光
】

全
盲

B

・
バ

ケ
ツ

の
水

を
触

ら
せ

，
空

き
容

器
で

．
す

く
っ

て
こ

ぼ
さ
せ

る
。

水
が

出
て

行
く
様

子
を

手
の

感
触

や
音

で
確

認
さ

せ
る

。
空

き
容

器
こペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

・
プ

ラ
ス

テ
ィ

ッ
ク

の
コ
ッ

プ
や

茶
碗

な
ど
。

・
対

象
物

こ
「
空

き
容

器
と
水

」
，
「玩

具
と
具

体
物

」
な

ど

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1
ト

8
）】

光
寛

一
指

数
弁

B
・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1
）－

8
）】

≪
水

を
容

器
に

う
つ

す
。

（水
③

）
≫

†

8
）
コ

ッ
プ

か
ら

コ
ッ
プ

へ
水

を
う
つ

す
．

全
盲

B

・
コ

ッ
プ

2
個

を
用

意
し

，
一

方
に

半
分

く
ら

い
の

水
を

入
れ

．
う
つ

し
か

え
さ

せ
る

。

・ス
テ

ッ
プ

ニ
（対

象
物

）
「
小

豆
な

ど
の

具
体

物
」
→

r水
j
．

・具
体

物
を

移
し

変
え

る
際

に
は

，
缶

の
ふ

た
な

ど
を

下
に

置
き

．
落

ち
た

こ
と
を

音
で

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
さ

せ
る

。

l
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1
）－

7）
】

光
覚

～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1
）－

7）
】

弱
視

B

・色
が

は
っ

き
り
し

た
コ
ッ

プ
を

使
用

し
て

，
う
つ

し
か

え
さ
せ

る
．

・場
合

に
よ

っ
て

は
．
色

水
を

使
っ

て
．
水

を
わ

か
り
や

す
く
す

る
。

≪
砂

に
ス

コ
ッ
プ

で
穴

を
掘

る
。
（砂

〉
≫ †

9
）
砂

場
で

ス
コ
ッ

プ
を

使
っ

て
穴

を
挽

る
。

全
盲

B

【
視

覚
障

害
幼

児
用

手
指

運
動

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ⅳ

2
－
S
t
e
p
2
－
3
】

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1
）－

4
）
】

【
本

プ
ロ

グ
ラ
ム

1
－
1
ト

1
1
）1

砂
場

で
ス

コ
ッ

プ
を

も
た

せ
，
砂

を
す

く
っ

て
穴

を
細

ら
せ

る
．
は

じ
め

は
ス

コ
ッ

プ
に

砂
が

入
っ

て
い

る
こ

と

を
手

で
確

認
さ
せ

る
。
掘

っ
た

穴
も

手
で

確
認

さ
せ

る
。

・
砂

場
で

砂
を

手
で

触
る

。

光
寛

一

指
数

弁
B

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

．
【
本

プ
ロ

グ
ラ
ム

1－
1
ト

4
）
】

・
砂

場
で

砂
を

手
で

触
る

。

l
本

プ
ロ

グ
ラ
ム

1
－
1
）－

1
1
）1

弱
視

β

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

．

・コ
ン

ト
ラ

ス
ト
を

明
確

に
す

る
。

S
te

p
4

中
期

・－
2
こ0
5

≪
道

具
に

あ
っ

た
動

作
を

す
る

．

（
も

の
の

用
途

（か
）
≫

†

10
）
ま

ま
ご

と
道

具
を

1
、
一

ば
、整

’
遊

ぶ
。

全
盲

B

・
「道

具
の

用
途

を
知

っ
て

．
用

途
に

見
合

っ
た

操
作

を
し

て
J
な

ら
O

。

・ス
プ

ー
ン

な
ど

身
の

回
り

に
あ

る
道

具
を

持
た

せ
，
そ

れ
に

見
合

っ
た

動
作

を
さ
せ

る
．

対
象

物
こ
日

常
生

活
で

よ
く
使

う
．
身

の
回

り
に

あ
る

道
具

（
実

物
）。

l
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1）
－
5）

】
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1
）－

1
4
）】

光
寛

一

指
数

弁
8

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1）
－
5）

】
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1
）－

1
4
）】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

【広
D

式
弱

視
児

用
形

体
概

念
学

習
カ

ー
ド
】
の

活
用

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1
ト

1
4
）】

S
t°

p
5

前
期

・－
3
こ1
1

≪
砂

に
穴

を
握

る
。
水

を
入

れ
る

。
全

盲
B

・ス
コ

ッ
プ

や
手

で
穴

を
触

り
．
バ

ケ
ツ

に
汲

ん
だ

水
を

入
れ

て
，
手

で
確

認
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

こ
土

や
粘

土
な

ど
崩

れ
に

く
い

も
の

で
つ

く
っ

た
穴

に
触

れ
さ

せ
る

。
→

砂
の

穴
に

触
れ

さ

l
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

1）
－
9）

】
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
1
）－

1
2
）】

（
砂

（診
）
≫

†

1
1
）
砂

場
で

水
を

使
っ

て
池

を
作

る
。

【
盲

・
光

】

せ
る

。

光
寛

一

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
l
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

1
）－

9）
】

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

1
）－

1
2
）】

I U 帥 －
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S
te
p

5
中
期

・－
4
こ1
1

≪
砂

山
で

ト
ン
ネ

ル
を

掘
る
。
（
砂

4
）
≫ †

1
2
）
砂

場
で

砂
山

に
ト
ン
ネ

ル
を

通
す

。

全
盲

B

・砂
山
の

ト
ン
ネ

ル
を
触

ら
せ

，
手

で
確

認
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：や
わ

ら
か

い
粘

土
で

つ
く
っ
た

山
を
触

ら
せ

棒
を
使

っ
て
ト
ン
ネ

ル
を

つ
く
る
動

作
を
一

緒
に

行
い

，
触

れ
さ
せ

る
。
→

砂
の

ト
ン
ネ

ル
に

触
れ

さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ
グ
ラ

ム
ト

1
）－

1
1）
】

光
覚
～

指
数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【本

プ
ロ
グ

ラ
ム
1
－
1
）一

1
1）
】

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

≪
信

号
を
渡

る
。
（も

の
の

用
途

③
）

≫

†

13
）信

号
を
見

て
正

し
く
道

路
を
渡

る
。

全
盲

C

イ
音

声
式

信
号

の
昔

を
聞

い
て

」
な

ら
○
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
ト

1
）－

10
）
】

【
発

達
段

階
別

歩
行

指
導

法
・領

域
2
－
5
－
5
1

・
交

差
点

の
信

号
の
赤

・
黄

・青
の

意
味

を
知

ら
せ

，
青

の
時

に
渡

ら
せ

る
。

・
車

道
と
歩

道
の

関
係

・
交

差
点

の
構

造
等

，
道

路
に

関
す

・
自
動

車
の

走
行

音
や

停
止

時
の
エ

ン
ジ
ン

音
な
ど

と
，
信

号
の
赤

・
黄

・
青

と
の

関
連

を
意

識
さ
せ

る
。

る
知

識
の

習
得

。
信

号
の

役
割

の
理

解
。
横

断
歩

道
で

，
挙

手
。
人

は
右

側
，
車

は
左

側
の

規
則

の
習

得
。
実

行
さ
せ

る
。

光
覚

～

指
数

弁
C

イ
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
l
本

プ
ロ
グ

ラ
ム
1
－
1
）一

10
）
】

・
「全

盲
」
と
同
様

。

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

・視
覚

認
知

と
合

わ
せ

て
，
音

声
・車

の
動

き
を

確
か

め
さ
せ

る
。

【広
D

式
弱

視
児

用
形

体
概

念
カ

ー
ド
】
の

活
用

説
明

：
手

が
か

り
に

な
る
形

。
形

以
外

の
属

性
や

用
途

。

・基
本

の
図

を
覚

え
た

後
，
他

の
角

度
か

ら
描

か
れ

た
別

の
絵

も
見

せ
る
。

・色
や

鉛
筆

な
ど
で

輪
郭

を
な
ぞ

っ
て
，
形

を
確

認
さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム
ト

1
）－

10
）
】

ー u u I



1，
外

界
と

の
関

係
　

2）
．

視
覚
刺
激
と
の
結
び
つ
き

兜
遠

投
随

年
齢

達
成

目
標

視
覚

l肇
害

の
程

度

影
響

を

及
ぼ

す
程

度

指
導

内
申

・方
法

（例
）

前
段

階
の

辛
曹

発
農

学
習

S
te

p
・－

0
ニ3

≪
人

・
も

の
を

注
視

す
る

≫

†

1
）
人

の
顔

を
じ

い
っ

と
見

つ
め

る

光
覚

～

指
数

弁
B

l
保

イ
1‘
悦

機
能

活
用

指
導

フ
1

コ
グ

ラ
ム

・
ト

の
l

・興
味

の
あ

る
玩

具
や

回
転

す
る

玩
具

を
提

示
し

，
注

視
さ

せ
る

。
音

や
光

源
を

併
用

し
て

も
よ

い
。

提
示

の
腔

に
は

，
背

景
の

明
る

さ
や

逆
光

に
注

意
す

る
。

・手
動

弁
・
指

数
弁

の
場

合
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
こ
光

る
お

も
ち

ゃ
→

光
ら

な
い

お
も

ち
ゃ

弱
視

B

・
「
光

覚
～

指
数

弁
」

と
同

一
の

方
法

1
（
物

．
顔

な
ど

を
じ

っ
と

見
つ

め
る

）
・家

族
な

ど
身

近
な

人
が

，
話

し
か

け
た

り
，

歌
を

歌
っ

た
り
し

な
が

ら
．

顔
な

ど
を

子
ど

も
の

顔
の

正
面

に

【
光

・
弱

】
持

っ
て

い
き

，
注

視
行

動
を

促
す

。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
ニ
「子

ど
も

の
顔

の
正

面
→

子
ど

も
の

見
え

る
位

置
」
→

「正
面

」
→

「
い

ろ
い

ろ
な

位
把

（
方

向
）
に

あ
る

も
の

」

≪
動

く
人

・
も

の
を

追
視

す
る

（
追

視

①
）
≫

光
覚

～
指

数
弁

B

・
近

距
離

で
興

味
の

あ
る

玩
具

を
動

か
し

．
追

祝
さ

せ
る

．
光

派
で

も
よ

い
。

対
象

物
は

，
コ

ン
ト
ラ

ス
ト
を

高

く
す

る
。

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
こ光

る
お

も
ち

ゃ
→

光
ら

な
い

お
も

ち
ゃ

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
－
2
ト

3
）】

弱
視

B

・
「
光

光
一

指
数

弁
」
と

同
一

の
方

法
【
初

期
視

覚
半

周
プ

ロ
グ

ラ
ム

く
0

こ4
～

＞
†

（
対

象
物

・音
源

あ
り

→
な

し
）

Ⅲ
一

1
】

【保
有

視
機

能
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
－
1
）】

2
）
み

た
物

（ガ
ラ

ガ
ラ

．
顔

．
そ

ば
で

（
対

象
物

の
大

き
さ

・
大

→
小

）
T

V
画

面
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
追

視
・
興

味
の

あ
る

玩
具

類
を

水
平

・
垂

直
・斜

め
方

向
に

そ
れ

歩
く

人
な

ど
）
を

目
で

追
う

。
【
光

・

弱
】

（
対

象
物

の
移

動
二近

い
距

離
→

遠
い

距
離

）

（
ス

ピ
ー

ド
・
ゆ

っ
く

り
一→

速
く

）

（
動

体
）

l
l
・
1
2

ぞ
れ

動
か

し
．

追
祝

さ
せ

る
。

・
P
C

l両
面

を
活

用
し

て
も

よ
い

。
【本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

2
〉－

3
）】

S
te

p
2

後
期

・Y
Oこ
8

≪
も

の
を

1
80

‘
追

視
さ

せ
る

（
追

視
②

）
≫ †

3
）
走

ら
せ

た
玩

具
の

自
動

車
を

迫

睨
で

き
る

。
【
弱

】

弱
視

C

【
初

期
視

覚
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
－
1
．2

】
【本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
2
）－

2
）】

・頭
を

動
か

し
な

が
ら

，
机

上
で

．
ゆ

っ
く

り
動

く
対

象
を

迫
祝

・
机

上
に

マ
ッ

ト
を

敷
き

，
音

を
田

き
ず

に
ビ

ー
玉

・
ミ
ニ

カ
ー

な
ど

本
人

の
興

味
の

あ
る

お
も

ち
ゃ

を
動

か
さ

せ
る

。

し
，

迫
視

さ
せ

る
。

対
象

物
と

背
恩

の
コ

ン
ト
ラ

ス
ト
を

つ
け

る
と

よ
い

。
（ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

こ狭
い

範
囲

→
広

い
範

囲
・
ゆ

っ
く

り
→

速

（
提

示
方

法
・
対

象
物

こ机
・ミ

ニ
カ

ー
→

机
・王

冠
→

ボ
ー

ド
・
王

冠
）

い
ス

ピ
ー

ド
。

方
向

こ水
平

→
上

方
一→

下
方

一→
斜

め
方

向
）

・T
V

画
面

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

迫
視

1
3
・
1
4
・
1
5　

移
動

軌
跡

の
迫

視
〔
4
0
～

5
0
cu

程
度

の
距

離
）

縞
模

様
の

空
き

缶
を

机
上

で
転

が
し

迫
視

さ
せ

る
。

ポ
ー

ル

を
転

が
し

て
，

空
き

缶
を

倒
す

遊
び

の
中

で
追

祝
さ

せ
る

。

〔
近

罫巨
郎

〕

緑
の

あ
る

お
盆

（縦
3

0
cm

X
横

5
0
cm

程
度

）
を

使
っ

て
．

ビ
ー

玉
な

ど
の

対
象

物
の

動
く

範
囲

を
限

定
し

．
迫

視
さ

せ

る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
2
）－

7
）】

≪
身

ぶ
り

の
模

倣
を

す
る

（模
倣

弱
視

B

・
目

前
で

声
か

け
し

な
が

ら
，

動
作

を
し

て
み

た
後

に
さ

せ
る

。
指

導
者

の
動

作
は

，
ゆ

っ
く

り
大

き
く

す
る

。

・
体

の
動

き
を

指
導

者
が

手
で

持
っ

て
示

し　
動

作
を

さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
－
2
）－

6
）】

1
）

≫
（方

法
こ拍

手
の

音
を

聞
か

せ　
手

を
添

え
て

→
一

人
で

）
†

4
）
身

ぶ
り
を

ま
ね

す
る

。
（オ

ツ
ム

チ

ン
テ

ン
な

ど
）
【
弱

】

・介
助

は
対

象
児

の
後

方
か

ら
す

る
と

よ
い

・身
振

り
の

真
似

は
起

こ
り
に

く
い

た
め

，
言

葉
と

動
作

を
結

び
つ

け
る

。

≪
喜

怒
の

表
情

が
分

か
る

≫

T

5
）
親

し
み

と
怒

っ
た

顔
が

わ
か

る
。

【弱
】

弱
視

B

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

ト
2
）一

4
）弱

視
用

と
同

一
の

方
法

。
・
怒

っ
た

顔
は

，
眉

の
あ

た
り

に
し

わ
を

零
せ

，
ロ

を
へ

の
字

の
形

に
す

る
こ

と
を

知
ら

せ
，

指
揖

者
が

手
で

，
顔

の
動

き

を
さ

せ
る

。
怒

ら
れ

た
こ

と
を

思
い

出
さ

せ
る

。
笑

っ
た

顔
も

同
様

の
方

法
。

S
te

p
3

前
期

一．
1
こ2

≪
道

具
に

応
じ

た
動

作
の

模
倣

を

す る
（
模

倣
②

）
≫

†

6
）
お

と
な

の
や

る
こ

と
を

や
り

た
が

る
。

（字
を

書
く

。
椛

を
使

う
な

ど
）

【
弱

】

弱
視

B

・身
の

回
り

に
あ

る
道

具
を

使
っ

た
後

．
同

じ
動

作
を

さ
せ

る
．

・
実

物
で

，
道

具
を

理
解

さ
せ

．

対
象

物
こ

日
常

生
活

で
，

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

道
具

の
実

物
。

名
前

を
覚

え
さ

せ
る

。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

2
ト

4
）】

日 奇 書 諮 袖 ・ 与 ＃ 　 韻 梓
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St
eP

4
前

期
・－

1こ
1
1

≪
も

の
の

動
き

の
予

測
的

追
視

を

す る
（追

視
③

）
≫

†

7
）
走

ら
せ

た
玩

具
の

自
動

車
が

衝

立
の

後
ろ

を
通

過
し

て
，
出

て
く
る

は
ず

の
所

を
あ

ら
か

じ
め

注
視

す

る
。

【
弱

】

弱
視

C

走
る

お
も

ち
ゃ

の
自

動
車

を
追

視
さ

せ
た

後
．
衝

立
を

置
き

．
予

測
的

迫
視

さ
せ

る
．
衝

立
と
背

景
の

コ
ン

ト
く

0
ニ6

～
1
こ6

す
ぎ

＞

ラ
ス

ト
を

は
っ

き
り
さ

せ
．
区

別
で

き
る

よ
う
に

さ
せ

る
．

自
動

車
は

一
定

の
方

向
に

し
か

走
ら

な
い

こ
と
を

確
【保

有
税

機
能

活
用

プ
ロ

グ
ラ

認
さ
せ

る
。

ム
4－

1）
・
2
）・

3
）・

4
）】

（
衝

立
の

帽
二
短

い
→

長
い

）
・ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド
上

に
6
c
m

以

（ス
ピ

ー
ド

ニ遅
い

→
速

い
）

下
の

目
標

物
を

置
き

．
探

し
て

取
ら
せ

る
。

（ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

）

（対
象

物
の

大
き
さ

こ6
c
m

以
下

の
目

標
物

一→
直

径
2
cm

の
マ

グ

ネ
ッ

ト
）

（対
象

物
の

教
ニ
1
個

→
1
0
個

）

（対
象

物
二
指

定
な

し
→

指
定

あ

り
）

・ボ
ー

ド
に

書
い

た
印

を
指

で
押

さ
え

る
。

・紙
面

上
に

ラ
ン

ダ
ム

に
点

を
配

駁
し
て

，
指

で
指

さ
せ

る
。

（見
つ

け
る

対
象

こ指
定

無
し

－→

指
定

有
り
）

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

ト
2
ト

3
）】

S
te

p4
後

耕
・－

2
ニ1
1

≪
色

が
分

か
る

≫

†

8
）
赤

．
市

，
黄

，
緑

が
わ

か
る
。

（遠
）
（K

こ3
ニ0

0
）
（新

こ4
／

4
）
卜

赤
．
青

な
ど

の
色

の
名

前
が

わ
か

り
，
そ

の
た

だ
し

い
色

を
さ

す
。

（津
）
】
【光

・
弱

】

全
盲

D
・イ

こ
可

能
・実

物
の

概
念

が
あ

る
程

度
育

っ
た

後
の

時
期

に
．
実

物
と

色
の

結
び

つ
き

を
伝

え
る

。

光
寛

一
指

数
弁

B

・
「赤

・
育

・
黄

・
緑

の
名

前
が

わ
か

る
」
な

ら
0

．

・手
動

弁
で

色
が

わ
か

る
場

合
に

は
，
指

示
さ

れ
た

色
カ

ー
ド
の

色
名

を
言

わ
せ

る
。

そ
の

際
，
見

や
す

い
位

置
で

見
せ

る
。

・色
の

イ
メ
ー

ジ
を

伝
え

る
。

弱
視

B

【
保

有
視

機
能

活
用

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム　
領

域
7
－
8
－
6
）】

【視
覚

障
害

幼
児

用
言

語
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
・2

種
類

の
色

カ
ー

ド
の

色
が

，
・指

示
さ

れ
た

色
カ

ー
ド

の
色

名
を

言
わ

せ
る

。
－

1
－
S
te

p
3
－
Q
）
】

赤
・青

・
黄

・
板

の
色

カ
ー

ド
を

提
示

し
．
指

示
し

た
色

カ
ー

ド
を

選
ば

せ
る

。
「同

じ
」
か

「違
う
」
か

言
わ

せ

る
。

・数
種

類
の

色
か

ら
な

る
セ

ッ
ト

を
2
組

与
え

，
同

じ
色

同
士

を

組
み

合
わ

せ
る
。

・
1
つ

だ
け

違
っ

て
．
後

は
同

じ
色

の
数

枚
の

色
カ

ー
ド
の

う
ち

．

違
う
色

カ
ー

ド
を

選
ば

せ
る
。

・同
じ

色
の

な
い

数
托

類
の

色
カ

ー
ド
を

見
せ

，
見

本
と

同
じ

カ
ー

ド
を

選
ば

せ
る
。

・具
体

物
で

形
は

違
う
が

．
色

は
同

じ
も

の
を

集
め

さ
せ

る
。

・指
示

さ
れ

た
色

の
カ

ー
ド

を
選

ば
せ

る
。

・具
体

物
と
同

じ
カ

ー
ド
を

選
ば

せ
る

。

※
眼

疾
患

な
ど

か
ら

区
別

し
に

く
い

色
を

把
握

し
．
提

示
す

る

色
カ

ー
ド
を

決
め

る
配

慮
を

す

・色
の

イ
メ
ー

ジ
を

伝
え

る
。

St
ep 5

前
期

・－
3
ニ1
1

≪
画

用
紙

全
部

に
絵

を
描

く
（絵

1
）
≫ †

9
）
画

用
紙

い
っ

ぱ
い

に
絵

を
か

い

て
．
色

を
ぬ

る
。

（
片

す
み

に
小

さ
く

全
盲

B
・網

戸
の

上
に

世
か

れ
た

紙
の

大
き

さ
を

．
触

っ
て

確
か

め
て

か
ら

，
ク

レ
ヨ
ン

で
描

か
せ

る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
ト

2ト
1
0）

】

光
寛

一

指
数

弁
B

・
「
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

・
色

が
わ

か
る

場
合

は
「
弱

視
」
と

同
一

の
方

法
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

2
）－

1
0
）】

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
1－

2
ト

1
0
）】

か
く
だ

け
で

な
く
）

・机
盤

と
画

用
紙

の
色

に
コ
ン

ト
ラ

ス
ト
を

つ
け

，
境

界
に

注
意

し
な

が
ら

描
か

せ
る

。
視

野
が

狭
い

場
合

は
，
特

別
の

配
慮

が
必

要
．

ー ふ ー ー



S
t
cp 5

中
期

4
ニ1
1

≪
色

を
使

っ
た
絵

を
描

く
（
絵

②
）
≫

全
盲

C

・
「
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
を
使

っ
て

」
な
ら
○

。

・
網

戸
の

ネ
ッ
ト
の

上
な

ど
に
紙

を
置

い
て

，
ク
レ
ヨ
ン

で
描

か
せ

る
。
形

を
正

確
に

表
現

す
る
こ
と
は
難

し
い

た
め

，
形

に
は

と
ら
わ
れ

な
い

。
色

の
使

い
分

け
は

，
難

し
い

が
，
身

近
な
も
の

か
ら
，
実

物
と
色

の
結

び
つ

き
を
増

や
し
て

い
く
。

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

1－
2
）－

9
）】

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
2
）
－
1
1
）】

光
党
～

指
数
弁

C

イ
光

覚
」
は

「全
盲

」
と
同

一
の
方

法
。

t
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

1－
2
）－

9
）】

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

1－
2）
－
1
1
）】

†

10
）
ク
レ

ヨ
ン

の
色

を
使

い
分

け
て

絵
を

描
く
。
（K

）
（人

な
ど
を

描
く
。
）

・
手

動
弁

・
指

数
弁

で
色

が
わ

か
る
場

合
は

，
「
弱

視
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・
ク
レ

ヨ
ン
で

，
画

用
紙

に
抱

か
せ

る
。

・
実

際
の

色
と
色

名
の

結
び

つ
き
を
増

や
し
て
い

く
。

【
広

D
式

弱
視

児
用

形
体
概

念
学

習
カ
ー

ド
】
の

活
用

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
2
）－
9
）】

S
te
p

5
中
期

4
こ1
1

≪
思

っ
た

も
の

を
絵

に
描

く
（
絵

③
）

全
盲

C

・描
く
前

に
描

く
も
の
の

名
前

を
言

わ
せ

，
レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

に
描

か
せ

る
。
網

戸
の

上
に

置
か

れ
た
紙

で
も

よ
い

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
2
ト
1
0
）】

≫

†

1
1
）
自
動

屯
花

な
ど
思

っ
た

も
の

を

人　
ナ　
　　
　

R
∃　
　

▼　
ム

・手
を
持

っ
て

一
緒

に
描

き
．
確

か
め

さ
せ

る
こ
と
で

，
平

面
に

表
現

で
き
る
よ
う
に
さ
せ

る
。

絵
に

す
る
。
（，
．バ
板

に
絵

を
か

い
て

遊
ぶ

。
）

【
盲

・光
】

光
覚
～

指
数
弁

C

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
－
2
ト

10
）
と
同

一
の
方

法
。

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

1
－
2
）－
1
0
）】

1．
外
界
と
の
関
係
　
3）

視
覚

以
外

の
感

覚
刺

激
と

の
結

び
つ

き

発
達

段
階

年
齢

遠
成

目
標

視
覚

障
害

の
程

度

影
響

を

及
ぼ

す
程

度
指

導
内

容
・方

法
（例

）
前

段
階

の

学
習

発
展

学
習

S
te

p
4

・V
lこ
11

≪
も

の
と

音
が

一
致

す
る

≫
全

盲
B

・
缶

の
音

を
聞

か
せ

，
そ

の
方

向
へ

移
動

さ
せ

る
。

・昔
の

す
る

二万
へ

体
を

動
か

し

（
対

象
物

：連
続

的
に

音
が

聞
こ

え
る
オ

ル
ゴ

ー
ル

・お
も

ち
ゃ

・ぬ
い

ぐ
る

み
の

鳴
き

声
→

開
け

る
時

の
み

た
り
，
顔

を
向

け
た

り
さ
せ

る
。

†
雷

が
聞

こ
え

る
お

菓
子

）
・欲

し
が

る
よ

う
な

声
を

だ
し

た

1
）
英

子
の

か
ん

の
ふ

た
を

と
る

音
を

（
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

：
り
，

手
を

伸
ば

す
よ
う
に

さ
せ

前
期

聞
い

て
，
す

ぐ
に

，
も

ら
い

に
く
る

。

【
盲

・
光

】

言
葉

と
あ

わ
せ

て
伝

え
る
。
例

）
r
ボ

ン
」
な

ど
。
→

音
だ

け
）

る
。

光
覚

～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「
全

盲
」
と

同
様

。

田 奇 計 詑 袖 ・ 与 ＃ 　 韻 N
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発
達

段
階

年
齢

達
成
日
棟

視
覚

障
害
の

程
度

影
響
を

及
ぼ
す

程
度

指
導
内
容

・方
法

（例
）

前
段

階
の

学
習

発
展
学

習

S
te
p

4
前
場

・－
1
ニ1
1

≪
大

小
比

較
（》

（
3
つ

）
≫

†

1
）
3
個

の
重

ね
お

も
ち
ゃ

を
凡酎

こ
入

れ
る
。

全
盲

C

・
バ

ラ
バ

ラ
に

し
た
3
つ

の
入

れ
子

（コ
ッ
プ

束
ね

）
を
子

ど
も
の

前
に
提

示
し
，
順

に
入

れ
さ
せ

る
。

（か
平

面
を
ス
ラ
イ

ド
さ
せ

て
入

れ
l
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
）一
2
日

・
中

と
外

の
関

係
性

を
理

解
さ
せ

る
た
め

，
片

手
で

器
を
持

ち
，
も
う
一

方
の

手
で

中
を

触
っ
て

調
べ

る
よ
う

子
を
入

れ
る
。
そ

の
際

．
指

導
に

両
手

を
使

わ
せ

る
。

者
が
入

れ
子

を
渡

す
。

（入
れ

子
の

大
き
さ
：差

が
大

き
い

→
差

が
′J
、さ

い
）

②
キ

ャ
ッ
プ

型
の

ブ
ロ
ッ
ク
を

両

（
入

れ
子

の
数

：
2
個

→
3
個

）
手

で
さ
し
は

ず
し
。

・
入

れ
子

3
個

の
中

と
外

の
関

係
性

の
理

解
が

定
着

し
た
段

階
で

，
入

れ
子

の
暑
算
の

位
置

関
係

を
変

え
る
。

（診
缶

の
ふ

た
の

開
け

閉
め

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「
全

盲
」
と
同
一

の
方

法
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
）－
2
）
】

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

・あ
ら
か

じ
め

視
覚

に
よ
っ
て

見
比

べ
て
か

ら
，
操

作
し
て

確
か

め
る
よ
う
に

す
る
。

（入
れ

子
：
色

を
変

え
る
→

緑
を
マ

ジ
ッ
ク
で
塗

る
→

印
無

し
）

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
ト
2
）
】

S
te
p

4
中
期

．－
2
こ5

≪
大

小
比

較
（a

（
5
つ

）
≫

†

2
）
5
個

1
組

の
重

ね
お

も
ち
ゃ
を
順

に
入

れ
る
。

全
盲

C

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
－
1）
と
同

様
の

方
法

で
．
5
個

の
入

れ
子

を
使

用
。

（ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：3
個

の
入

れ
子

→
4
個

→
5
個

）
【本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
1）
】

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
1）
】

弱
視

B
・本

プ
ロ
グ

ラ
ム
2
－
1）
弱

視
用

と
同

様
の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ
ラ
ム
2
－
1）
】

≪
大

小
の

理
解

≫

全
盲

B

【視
覚

瞳
害

幼
児

用
言

語
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム
Ⅲ

－
3
－
S
te
p
2
】

＜
3
こ0
6
－

＞
大

き
さ
が

異
な
る
2
つ

の
積

み
木

を
提

示
し
，
指

示
を

聞
い

て
，
選

ば
せ

る
。

【
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
－
S
te
p
5－
④

】
積

み
木

の
形

：球
や

立
方

体
な

ど
。

・大
中
小

の
3
種

類
の

積
み

木
を
提

示
し
，
指

示
に
従

う
。

大
き
さ
：
は

じ
め

は
，
（大

）
両

手
に

お
さ
ま

る
く
ら
い

。
（小

）
片

手
に

お
さ
ま
る
く
ら
い

と
，
両

手
を
使

わ
せ

，
＜
4
こ0
0
～

5
：0
0
程

度
＞

違
い

が
わ

か
り
や

す
い
も
の

に
す

る
。

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム

1
－
S
te
p
2
－
6
ト

差
こ大

き
い

→
′ト

さ
い

（1
）
角

度
の

大
小

】
・積

み
木

の
大

小
の

関
係

性
の

理
解

が
定

着
し
た
段

階
で
，
積

み
木

の
大

き
さ
を
変

え
る
。
（前

回
は

．
・2

つ
の

角
度

の
大

小
に
つ

い
て
．
感

覚
訓

練
プ

ロ
グ

ラ
ム

「大
J
だ

っ
た
も
の
が

，
今

回
は

「小
」
に
な

る
。
）

1
－
S
te
p
1－
2
ト
（
l）
大

小
の

円
（2
）
大

小
の

正
方

形
と
同

様
の

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム
1
－
S
te
p
ト
2
）－
（
1）
大

小
の

円
（2
）大

小
の
正

方
形

】
方

法
を

と
る
。

2
枚

の
図

形
板

（
円

お
よ
び

正
方

形
）
で

「大
き
い

」
「小

さ
い

」
の
概

念
を
教

え
る
。
そ

の
乱

図
形

板
を
左

＜
4
：0
6
～

5
：0
6
程

度
＞

右
入

れ
替

え
て
，
r
大

き
い

」
「小

さ
い

j
を
指

示
し
，
選

ば
せ

る
。

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム

†

3
）
大

き
い

り
J、
さ
い

」
が

わ
か

る
。

ス
ア

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
選

ば
せ

る
一
→
答

え
さ
せ

る
。

1
－
S
te
p
3
－
8
ト
8
－
（
1）
大

小
弁

別
（3
）角

度
の

大
小

弁
別

】
・触

矧
こ
よ
る
弁

別
の

方
法

を
指

導
す

る
。

・長
さ
が

違
う
5
枚

の
正

方
形

（円
）
の

カ
ー

ド
を
，
大

き
い

（小
さ
い

）
順

に
並

べ
か

え
さ
せ

る
。

・角
度

が
違

う
5
枚

の
角

度
の

カ
ー

ド
を
，
角

が
大

き
い

（小
さ
い
）
順

に
並

べ
か

え
さ
せ

る
。

ス
テ
ッ
プ

：最
高

級
・最

低
級

の
選

び
出

し
→

間
接

比
較

光
覚

～
指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
r全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「全

勘
と
同

一
の

方
法

。

・
あ

ら
か

じ
め
視

覚
に

よ
っ

て
見

比
べ

て
か

ら
，
操

作
し
て
確

か
め
る
よ
う
に
す

る
。

・
「全

盲
」
と
同

様
。

－ － ∽ －
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≪
多

少
の

理
解

≫

†

4
）
「多

い
・少

な
い

」
が

わ
か

る
。

全
盲

B

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム

1
－
S
te
p
2
－
5
）1

2
）】

（り
3
組

の
セ

ッ
ト
の

う
ち
．
最

も
数

の
多

い
（少

な
い

）
セ

ッ
ト
を

・
5
個

の
積

み
木

を
2
つ

に
分

け
て
触

ら
せ

，
数

を
数

え
て

比
べ

さ
せ

，
「
多

い
」
「
少

な
い

」
の
概

念
を
教

え
あ
て

さ
せ

る
。

（数
の

差
：人

→
小

）

る
。
そ

の
後

，
左

右
入

れ
替

え
て

，
r
多

い
」
「少

な
い

」
か

指
示

し
，
選

ば
せ

る
。

②
セ

ッ
ト
を
3
組

を
，
数

の
順

に
並

べ
さ
せ

る
。

ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ

：選
ば

せ
る
。
－→

答
え

さ
せ

る
。

＜
5
こ0
0
過

ぎ
～

6
こ0
0
程

度
＞

・
分

け
た
も
の

は
，
お

皿
に
入

れ
て
，
区

別
し
や

す
い

よ
う
に
す

る
。
（提

示
物

：
ビ
ー

玉
，
お

は
じ
き
な

ど
）

t
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ

グ
ラ
ム

ト
S
te
p
4
－
1
0
）－

・
触

察
に
よ
る
弁

別
の
方

法
を
指

導
す

る
。

（2
）】

・
お

は
じ
き
を
貼

っ
た
5
枚

の
弁

別
カ

ー
ド
の

お
は

じ
き
の

数
を
比

べ
さ
せ

る
。
そ

の
後

，
多

い
（少

な
い

）
順

に
並
べ

か
え

さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

：最
高

級
・
最

低
級

の
選

び
出

し
→

間
接

比
較

光
覚
～

指
数
弁

B
・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

2
－
3
）弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。

・
積

み
木

と
入

れ
る
お

皿
は

，
コ
ン

ト
ラ
ス

ト
を

明
確

に
す

る
。

S
te
p

4
後
期

・－
2
こ1
1

≪
長

短
の

理
解

≫

†

5
）
長

い
、
短

い
が

わ
か

る
。

全
盲

B

【
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

m
－
3
－
S
te
p
2
】

＜
3
：0
0
過

ぎ
～

4
：0
0
程

度
＞

2
本

の
差

の
あ

る
棒

を
提

示
し
，
指

示
を

聞
い

て
，
長

い
（短

い
）
方

を
選

ば
せ

る
。

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
S
te
p
ト

4
）
】

・棒
の

長
短

の
関

係
性

の
理

解
が

定
着

し
た
段

階
で

，
棒

の
長

さ
を
変

え
る
。
（前

回
は

，
「
長

」
だ

っ
た

も
・2
本

の
差

の
あ

る
直

線
カ

ー
ド
を
提

示
し
，
カ
ー

ド
を
縦

・横

の
が

，
今

回
は

「
短

」
に

な
る
。
）

方
向

に
提

示
し
，
答

え
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ

：
選

ば
せ

る
。
→

答
え
さ
せ

る
。

＜
4
：0
0
～

5
：0
0
程

度
＞

・触
察

に
よ
る
弁

別
の

方
法

を
指

導
す

る
。

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
S
te
p
3
－
8
）一

・高
低

と
長

短
を

区
別

さ
せ

る
よ
う
に
す

る
。

（2
）】 ・長

さ
が

違
う
5
枚

の
直

線
の
カ

ー
ド
を
提

示
し
，
長

い
（短

い
）
順

に
並

べ
替

え
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

：最
高

級
・
最

低
級

の
選

び
出

し
→

間
接

比
較

光
覚

～
指

数
弁

B
・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム
2
－
3
）
弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。

弱
視

児
で

提
示

カ
ー

ド
が

見
え
に

く
い

場
合

に
は

，
手

に
持

た
せ

，
見

え
や

す
い

距
離

で
，
見

さ
せ

る
。

≪
高

低
の

理
解

≫

†

6
）
「
高

い
・
低

い
」
が

わ
か

る
。

全
書

B

【視
覚

障
害

幼
児

用
感

覚
訓

練
プ

ロ
グ
ラ
ム

1－
St
e
p
2
－
5
）1

4
）
】

但
し
，
後

の
段

階
高

さ
の

差
が

大
き
い

2
個

の
も

高
さ
の

異
な

る
3
個

の
も
の

の
う
ち

．
高

い
方

（低
い

方
）
を
遇

・
5
個

の
和

み
木

の
数

を
2
つ

に
分

け
て
比

べ
さ
せ

．
「
高

い
」
r低

い
」
の

概
念

を
教

え
る
。
そ
の

後
，
左

右
の

の
う
ち
，
見

本
と
同

じ
高

さ
の

ば
せ

る
。

高
い

順
に
並

べ
さ
せ

る
。

入
れ

替
え
て

，
「
高

い
」
「
低

い
」
か

指
示

し
，
選

ば
せ

る
。
比

較
の

際
に
は

，
基

準
点

（机
上

や
床

上
等

）
を

も
の

を
選

ば
せ

る
。
（差

：大
→

確
認

さ
せ

る
。

小
）

（個
数

：3
個

→
数

個
）

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
選

ば
せ

る
。
一→

答
え
さ
せ

る
。

・触
察

に
よ
る
弁

別
の

方
法

を
指

導
す

る
。

（差
：大

→
小

）

＜
5
：0
0
～

6
：0
0
程

度
＞

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ

ム
1
－
S
te
p
4
－
10
ト

（4
）
】

・5
本

の
角

柱
の

高
さ
を

比
べ

さ
せ

る
。
そ

の
後

高
い

（低
い

）
順

に
並

べ
か

え
さ
せ

る
。
苗

児
に

は
，
角

柱
を
く
っ
つ

け

て
並

べ
，
上

端
を
手

で
確

か
め
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

：最
高

級
・
最

低
級

の
選

び
出

し
→

間
接

比
較

＜
3
：0
0
～

3
：1
1
＞

【始
歩

一
白
杖

導
入

期
用

苗
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

A
－

2
－
2
）
】

・
高

い
・低

い
の
理

解

光
覚
～

指
数
弁

B
・
「全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

イ
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

2
－
3
）弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。
・
「
全

盲
」
と
同

様
。

・
「全

盲
」
の

視
覚

障
害

幼
児

用
感

覚
訓

練
プ

ロ
グ
ラ
ム

同

項
目
。

－ A － －
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S
te
p

・－
3
ニ1
1

≪
重

軽
の

理
解

≫

†

全
盲

B

【
視

覚
時

事
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

m
－
3
－
S
te
p
2
】

＜
5
：0
0
～

6
：0
0
程

度
＞

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ

重
さ
の
違

う
2
個

の
物

を
提

示
し
．
持

た
せ

，
指

示
を
聞

い
て

，
重

い
（軽

い
）
方

を
選

ば
せ

る
。

ロ
グ

ラ
ム

1－
S
t
ep

4
－
1
0
ト
（3
）
】

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

1－
St
ep

2
－
5
）－
（3
）
】

・
5
個

の
円

柱
の

重
さ
を
比

べ
さ
せ

，
重

い
（軽

い
）
順

に
円

・
2
つ

の
重

さ
の
違

う
円

柱
を
両

手
に
持

た
せ

，
「
重

い
」
「軽

い
」
と
い
う
概

念
を
教

え
る
。
そ
の

後
，
2
つ

の
柱

を
並

べ
替

え
さ
せ

る
。

差
の

あ
る

円
柱

を
提

示
し
，
指

示
を
開

い
て

，
重

い
，
（軽

い
）
方

を
選

ば
せ

る
。

・
円

柱
の

童
軽

の
関

係
性

の
理

解
が

定
着

し
た

段
階

で
，
円
柱

の
重

さ
を
変

え
る
。
（
前

回
は

，
「
重

」だ
っ

た
も
の

が
．
今

回
は

「軽
」
に

な
る
。
）

ス
テ
ッ
プ

：最
高

級
・
尼

低
級

の
選

び
出

し
→

間
接

比
較

5
前
期

7
）
例

示
前

に
，
2
個

の
具

体
物

の

「
重

い
」
「軽

い
」
が

分
か

る
。
（
2
／

2
）

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
選

ば
せ

る
。
→

答
え
さ
せ

る
。

・
手

の
ひ

ら
に

物
を
の

せ
，
弁

別
す

る
方

法
を
指

導
す

る
。

光
覚
一一

指
数
弁

B
・
r
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B
・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
3
）弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。
・
r全

盲
」
と
同

様
。

≪
遠

近
の

理
解

≫

全
盲

C

1
．
身

近
で

よ
く
行

く
所

，
2
箇

所
の

う
ち

，
今

い
る
所

か
ら
遠

い
（近

い
）
方

を
選

ば
せ

る
。

・
遠

い
と
こ
ろ

と
近

い
と
こ
ろ

か
ら
音

を
出

し
，
聞

こ
え

方
の

違

2
．
机

上
で

，
1
点

を
基

準
点

と
し
，
具

体
物

を
動

か
し
，
r遠

い
」
「
近

い
J
と
い

う
概

念
を
教

え
る
。
そ

の
後

，

2
つ

の
具

体
物

を
距

離
を
変

え
て

提
示

し
，
遠

い
（近

い
）
方

を
選

ば
せ

る
。

・
遠

近
の

関
係

性
の
理

解
が

定
着

し
た

段
階

で
，
具

体
物

を
置

く
位

置
を
変

え
る
。
（前

回
は

，
「
遼

」
だ

っ
た

も
の

が
，
今

回
は

「近
」
に

な
る
。
）

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
選

ば
せ

る
。
→

答
え
さ
せ

る
。

い
に

気
づ

か
せ

，
遠

近
を
意

識
づ

け
る
。

†

8
）
「i
釦

、
・
近

い
」
が

わ
か

る
。

・
遠

近
と
長

短
を

区
別

さ
せ

る
よ
う
に
す

る
。

光
覚
～

指
数
弁

C
・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B
・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
3
）弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。

≪
深

浅
の

理
解

≫

†

9
）
r浅

い
・
深

い
」
が

わ
か

る
。

全
盲

C

・
バ

ケ
ツ

に
入

れ
た
深

さ
の

違
う
水

を
比

べ
，
「深

い
」
「
浅

い
」
と
い

う
概

念
を

教
え
る
。
そ

の
後

，
左

右
入

れ
・
プ
ー

ル
に
入

り
，
「
浅

い
」
ri
票

・5
個

の
バ

ケ
ツ

に
入

っ
た
深

さ
の
違

う
水

を
比

べ
さ
せ

，
深

替
え
て

，
「深

い
」
「
浅

い
」か

指
示

し
，
選

ば
せ

る
。

い
」
を
言

わ
せ

る
。

い
（浅

い
）順

に
並

べ
替

え
さ
せ

る
。

・
水

の
深

浅
の

関
係

性
の
理

解
が

定
着

し
た

段
階

で
，
水

の
深

さ
を

変
え
る
。
（
前

回
は

，
「深

」
だ

っ
た
も

（ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
最

高
級

・最
低

級
の

選
び

出
し
→

間
接

の
が

，
今

回
は

「浅
」
に
な

る
。
）

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：
選

ば
せ

る
。
→

答
え
さ
せ

る
。

・
触

覚
で

，
弁

別
す

る
方

法
を
指

導
す

る
。

比
較

）

光
覚

～
指

数
弁

C
・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
3
）弱

視
用

と
同

様
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
同

様
。

－ 畠 －
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発
達

段
階

年
齢

達
成

目
標

視
覚

障
害

の
程

度

影
響

を

及
ぼ
す

程
度

指
導

内
容

・方
法

（例
）

前
段

階
の

字
書

発
展
学

習

S
te
p

4
中
期

・－
2
こ5

≪
数

を
数

え
る
①

（3
ま
で

）
≫

†

1
）
指

を
出

し
て
年

齢
を
教

え
る
。

【
盲

・光
】

全
盲

B

・片
手

の
指

を
1
本

ず
つ

，
順

に
も
う
一

方
の

手
で

押
さ
え
な

が
ら
，
年

齢
を

数
唱

さ
せ

る
。

＜
4
：0
0
～

5
：0
0
程

度
＞

・指
の
使

い
方

は
，
【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム
2
－
S
te
p
2
－
5
）－
（3
）
】

・手
の
ひ

ら
を
広

げ
さ
せ

，
指

数
の

1
か

ら
5
ま
で

つ
く
ら
せ

る
。
左

右
そ
れ

ぞ
れ

の
手

で
，
3
回

ず
つ

試
行

。
【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム
3
－
2
）
】

光
覚

～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
同

様
。

S
te
p

5
前
期

・V
3
こ1
1

≪
数

を
数

え
る
②

（
10
ま

で
）
≫

全
盲

B

・
「玉

差
し
盤

に
は

め
ら
れ

た
1
0
個

の
ペ

グ
」
な

ら
O
。

・横
一

列
に

並
べ

た
1
0
個

の
ペ

グ
を
，
数

え
さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

3
－
1
）
】

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム
3
－
3
）
】

†

2
）
順

番
を

た
が

え
ず

「1
0
」
ま
で
数

え
る
。
（　

ナ　
　　
　　
　　

を
1
0

ま
で

数
え

る
。
（
1
／

2
）
）
【盲

・
光

】

（そ
の

他
の

対
象

物
：
厚

紙
に
貼

っ
た
お

は
じ
き

・
並

べ
た
積

み
木

・凸
の

あ
る
シ
ー

ル
な
ど
）

光
覚

～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

3
－
1
）】

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

3
－
3
）
】

S
te
p

5
中
期

・－
4
こ1
1

≪
数

を
数

え
る
（劃

（
1
3ま

で
）
≫

†

3
紙

に
描

か
れ

た
1
3
の

丸
を
数

え

た
後

，
「
全

部
で

い
く
つ

で
す

か
？
」

全
盲

C
・
「
王

差
し
矧

こ
は

め
ら
れ

た
1
3
個

の
ペ

グ
」
な

ら
O

。

・本
プ

ロ
グ
ラ
ム
3
－
2
）と

同
様

の
方

法
で

，
質

問
に

答
え

さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

3
－
2
）】

光
覚

～
指
数

弁
C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

3
－
2
）】

に
正

し
く
答

え
る
こ
と
が

で
き
る
。

弱
視

B

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム
3
－
2
）弱

視
用

と
同
様

の
方

法
。

ー 舟 の ー
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発
達

段
階

年
齢

達
成

目
標

視
覚

障
害
の

程
度

影
響
を

及
ぼ
す

程
度

指
導
内
容

・方
法

（例
）

前
段
階

の

学
習

発
展

学
習

S
te
p

3
後
期

～
1ニ
5

≪
必

要
に

応
じ
て

．
自

分
の

身
体

部

位
を
動

か
す

≫
★

†

1
）
衣

服
を
着

せ
て
も
ら
う
時

，
必

要

に
応

じ
て
腕

と
足

を
差

し
出

す
。

全
盲

B

・
衣

服
の

着
脱

に
お

い
て

，
形

に
応

じ
て

，
体

を
動

か
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

：身
体

部
位

に
触

れ
な

が
ら
「
手

を
伸

ば
す

」
「足

を
曲

げ
る
」
等

の
言

語
指

示
あ
り
→

言
語

指
示

の
み

一→
な
し

光
覚

～
指

数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B
・
「全

盲
」
と
I司

一
の

方
法

。

S
te
p

4
前

期
．－

1ニ
1
1

≪
身

体
部

位
を
さ
わ

る
（む

（
日
．
耳

．
口

．
そ

の
他

．
身

に
つ

け

て
い

る
も
の

）
≫

†

2
）
軋

耳
，
ロ

，
そ

の
他

，
身

に
つ

け
て

い
る
も
の

を
た

ず
ね

る
と
，
さ

す
。

全
盲

B

【
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅲ
－
S
t
e
p
l
一
①

】
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
－

3
）】

・指
示

し
た

自
分

の
身

体
部

位
に
触

れ
さ
せ

る
。
身

体
部

位
：手

・
足

・
目

・
ロ

・
耳

。
く

歩
行

開
始

～
2
こ0
0
＞

・2
つ

あ
る
部

位
は

，
両

方
触

れ
さ
せ

る
。

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム

A
－

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

：触
れ

る
→

指
す

1
－
1
）

○
身

体
部

位
の

識
別

日
・容

易
な

部
分

か
ら
は

じ
め

，
次

第
に
増

や
す

。
「手

足
ロ
→

頭
・顔

の
部

分
」

次
の

2
つ

の
方

法
で
識

別
さ
せ

る
1
）
身

体
部

位
の

名
称

を

言
兼

で
言

う
。
2
）
指

さ
す

。

光
覚
～

指
数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「全

盲
J
と
同

一
の
方

法
・
ボ

ー
ル

を
身

体
部

位
に
く
っ

つ
け

て
転

が
さ
せ

る
。

≪
身

体
部

位
を
さ
わ

る
（診

（
鼻

・
髪

・歯
・
へ

そ
・
つ

め
）
≫

†

3
）
鼻

・
髪

・
歯

・へ
そ

・
つ

め
を
指

示

す
る
。

全
盲

B

・
視

覚
障

害
乳

幼
児

用
概

念
発

達
指

導
プ

ロ
グ
ラ
ム

4
－
2）
と
同

様
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

4
－

2
）】

＜
2
：0
6
～

3
：0
6
の

間
＞

但
し
，
身

体
部
位

：鼻
・髪

・
歯

・
舌

・へ
そ

・爪
・
口
唇

【
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
－
S
t
e
p
2
－

②
，
S
te
p
3
－
（初

】

指
さ
し
（り

自
分

の
身

体
で
確

認
後

，
指

導
者

の
身

体
部

位

②
自
分

と
他

人
の

身
体

部
位

を
1
カ

所
づ

つ
。

光
覚
～

指
数
弁

B

イ
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

4
－

2
）】

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

4
－

2
）】

・
r
全

盲
」
と
同

様
。
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S
te

p

4
中

期
～

2ニ
5

≪
身

体
部

位
の

名
前

を
言

う

（
10

種
類

）
≫

†

4
）
身

体
の

部
分

の
名

前
を

．
1
0
種

類
見

令
一撮

－

全
盲

B

・
「言

う
」
な

ら
，
O

。
く

2
ニ0

6
過

ぎ
～

3
ニ0

6
＞

【視
覚

障
害

幼
児

用
言

語
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅱ
－
S
te

p
2
－
②

，
S
te

p
3一

④
】

T
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ⅲ

－
2
－
S
te

p
3
一

対
象

児
の

身
体

部
位

を
さ

し
，
答

え
さ
せ

る
。
身

体
部

位
こ
頭

・
手

・足
・
日

・
口

・
鼻

・
耳

・
ほ

ほ
・
首

・
肩

・背
⑤

・⑥
，
S
te

p4
－
⑦

】

中
・胸

・
腹

・
ひ

ざ

【始
歩

一
日

杖
導

入
期

用
盲

児
歩

行
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

A
－
1－

2）
】

身
体

部
位

こ
頭

・
手

・
足

・
日

・
口

・
鼻

・
耳

・斤
ト

背
中

・膿

①
対

象
児

の
身

体
部

位
の

う
ち

1
カ

所
指

示
を

出
し

．
連

続

次
の

2
つ

の
方

法
で

識
別

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
1
）
身

体
部

位
の

名
称

を
言

葉
で

言
う
。
2
）
指

さ
す

。
身

体
し

て
10

の
身

体
部

位
の

指
さ

し
。

部
位

二
髪

・
歯

・
へ

そ
・
つ

め
・
口

唇
な

ど
②

一
度

に
2
カ

所
ず

つ
出

し
，
そ

の
順

に
，

指
さ

し
。

③
一

度
に

2
カ

所
の

身
体

部
位

を
指

示
し

，
そ

の
順

に
指

導

者
の

身
体

部
位

の
指

さ
し
。

く
3
こ0
6
～

4
こ0

6
＞

l
視

覚
障

害
幼

児
用

言
語

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
m

一
一
2
－
S
tp

p
5
－

⑧
】

・
自

分
と
指

導
者

の
各

身
体

部
位

を
お

り
ま

せ
て

．
指

示
を

出
し

．
連

続
指

さ
し

。
10

の
身

体
部

位
を

1
組

．

＜
2
こ0

0
・－

2
こ1

1
＞

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム　
A
－

卜
3）

】

・
2
つ

の
方

法
で

謂
甥
Ij
で

き
る

。
1
）
身

体
部

位
の

名
称

を
言

桑
で

言
う
。

2
）
身

体
部

位
の

指
さ

し
。

身
体

部
位

こ首
，
あ

ご
．
肩

．
胸

，
背

中
，
腹

，
胃

．
腰

．
野

郎
，
腕

∴
脚

．
も

も
，
肘

．
ひ

ざ
，
手

の
ひ

ら
，

手
の

甲
，
手

指
，
指

関
節

．
足

首
．
足

先
．
か

か
と
．
く
る

ぶ
し

，
向

こ
う
ず

ね
，
足

葉
な

ど

＜
3
こ0

0
～

3
こ
11

＞

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ

グ
ラ
ム　

A
r

卜
4
）・

A
－
1
－
5
）】

・
日

，
耳

，
頭

．
鼻

，
ロ

，
手

．
足

等
の

身
体

部
位

を
，
指

示
ど

お
り
，
連

続
し

て
指

さ
し

。

・
簡

単
な

か
ら

だ
遊

び
。

身
体

部
位

こ
・
目

，
耳

，
頭

，
鼻

．
口

．
手

．
足

な
ど

＜
4
こ0

0
～

4
こ
1
1
＞

【
始

歩
一

白
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ

グ
ラ
ム　

A
－

卜
6
）・

A
－
卜

7
）
】

・
身

体
部

位
を

，
指

示
ど

お
り

．
連

続
し

て
指

さ
し

。
身

体
部

位
こ髪

・
歯

・
舌

・
へ

そ
・
爪

・
口

唇
な

ど

・
簡

単
な

か
ら
だ

遊
び

。
身

体
部

位
二髪

・
歯

・
舌

・
へ

そ
・
爪

・
口

唇
な

ど

諾
易

度
の

順

○
身

体
部

位
ニ
（
足

・
鼻

・手
・
口

）
（
顔

の
部

分
・
肩

・
頭

）
（う

で
・
脚

・4
、
指

・ひ
ざ

・
親

指
）

○
身

体
面

の
識

別
頭

頂
の

褒
・横

腹
・
腹

・
背

中

○
運

軌
こ
（前

に
歩

く
・
と
び

上
が

る
）
（後

ろ
へ

歩
く
）
（
腕

を

上
げ

る
）
（ひ

ざ
を

曲
げ

る
・横

へ
歩

く
）

○
手

足
の

運
動

こ
う
で

を
あ

げ
る

・
ひ

ざ
を

曲
げ

る
・し

ゃ
が

む
・
（ひ

じ
を

曲
げ

る
・う

で
を

の
ば

す
）

○
身

体
と

物
体

の
関

連
二足

・背
中

・
頭

・規
・
横

腹

光
覚

～

指
数

弁
B

・
r
全

百
」
と
同

一
の

方
法

．
・
「全

百
」
と
同

様
。

弱
睨

8
・
「
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

・
「全

盲
」
の

視
覚

障
害

幼
児

用
言

語
指

ヰ
プ

ロ
グ

ラ
ム

同

項
目

。

ー お －
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S
tb
P

5
～
3
ニ1
1

≪
身

体
部

位
を

絵
に

描
く
（》

全
盲

C

・こ
の

段
階

で
は

．
自
分

か
ら
絵

で
身

体
部

位
を
表

現
す

る
の

は
，
田
煙

。

1
ニ立

体
の
も
の

を
平

面
で

置
き
か

え
さ
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

1
）
．
立
体

＜
全

身
＞

立
体

の
人

形
で

，
指

示
さ
れ

た
身

体
部

位
を
指

し
示

さ
せ

る
．

く
顔

＞
紙

粘
土

な
ど
で

つ
く
っ
た
人

の
頭

部
（
立

体
）
の

顔
に

，
指

示
さ
れ

た
顔

の
部

位
を
貼

ら
せ

る
。
顔

の
部

位
は

，
異

な
っ
た

素
材

が
よ
い
。

ス
テ

ッ
プ

2
）
．
平

面

＜
全

身
＞

①
実

物
よ
り
′1
凄

い
大

き
さ
の
紙

人
形

に
，
指

示
さ
れ

た
身

体
部

位
に
シ

ー
ル

を
貼

ら
せ

る
。
紙

人
形

の
大

き
さ
は

．
全

体
が

把
握

し
や

す
い

程
度

が
よ
い
。
分

か
ら
な

い
と
き
に

は
，
本

児
や

指
導

者
の

体
を
触

り
．
確

か
め

さ
せ

る
。

②
平

面
の

身
体

部
位

を
並

べ
さ
せ

る
。
マ

グ
ネ

ッ
ト
な

ど
で

固
定

で
き
る
よ
う
に
す

る
。

＜
顔

＞

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

4
－

7
）】

（
耳

・
脚

・
足

・腕
・手

・
眉

毛
・
覗

・頭

璧
・
首

筋
の

う
ち

，
3
つ

程
度

）
≫

平
面

の
顔

の
上

に
，
顔

の
部

位
（平

面
）
を
並

べ
さ
せ

る
。
マ

グ
ネ

ッ
ト
な

ど
で

固
定

で
き
る
よ
う
に
す

る
。

†

5
）
顔

ら
し
い

も
の
を

書
い

て
，
目

，
2
．
【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

A
－
1－
8
）
】

前
期

口
な
ど
を
つ

け
る
。
（人

の
絵

を
描

い

た
時

，
耳

・脚
・足

・
腕

・手
・眉

毛
・

眼
・頭

髪
・
首

筋
の

う
ち
，
3
つ

正
し
く

描
け
る
。
）

人
体

の
絵

を
触

っ
て

．
身

体
部

位
の

名
称

を
言

わ
せ

る
。

光
覚

～
指
数

弁
C

・
「全

盲
J
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
－

7
）
】

弱
視

B

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
く

3
こ0
0
～

4
こ0
0
程

度
＞

l
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
－
7
）
】

・写
真

や
単

純
化

し
た
絵

を
見
せ

，
平

面
で

表
す

表
現

を
教

え
る
。
。
そ

の
後

，
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
で
描

か
せ

る
。

【
保

有
視

機
能

活
用

指
導

プ
ロ

・は
っ
き
り
し
た
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
に
な

る
よ
う
に

画
用

紙
・ク

レ
ヨ
ン

を
選

ん
で

，
描

か
せ

る
。

グ
ラ
ム　

領
域

7
－
9
－
8
）人

形
・絵

の
身

体
部

位
の

識
別

】
人

形
や

桧
の

身
体

部
位

を
指

示
ど
お

り
，
指

さ
し
。

ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ

こ
指

差
し
→

シ
ー
ル

貼
り

S
t
ep 5

中
期

・－
4
こ1
1

≪
身

体
を

中
心

に
し
た

左
右

を
言

う

≫
†

6
）左

右
が

わ
か

る
。

全
盲

B

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム　

A
－
2
－
4
）
】

く
5
：0
0
一一

7
：0
0
＞

左
右

の
理

解
。
1
）
自
分

を
中

心
と
し
た

平
面

上
の

左
右

の
理

解
。
2
）
身

体
の
左

右
に
把

か
れ

た
物

の
名

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム　

A
r

称
を
言

わ
せ

る
。
物

を
取

ら
せ

る
。
3
）
指

示
ど
お

り
，
左

右
へ

物
を
置

く
。

卜
8
）】

・
左

右
の

身
体

部
位

の
名

称
を
言

っ
た
り
．
指

さ
さ
せ

る
。

身
体

紅
位

こ左
目
・
右

目
・左

手
・
右

手
・
左

足
・右

足
な
ど

1
．
身

体
の

右
（左

）
を

，
身

近
な
物

体
や

面
に

向
け

さ
せ

る
。
（
例

「
あ
な

た
の

右
耳

を
，
壁

に
む

け
て
く
だ

さ
い

。
」
）

2
．
身

体
を
固

定
し
た

ま
ま
で

，
い

ろ
い

ろ
な

物
体

を
身

体
の

左
側

（右
側

）
に
も
っ
て

く
る
。

（例
「箱

を
左

手
に

も
ち
な

さ

い
。
）

3
．
対

象
児

の
位

置
は

一
定

の
ま
ま
で

．
物

体
の
左

右
を
識

別
す

る
。
（例

rテ
ー

ブ
ル

の
右

側
を
さ
わ

り
な
さ
い
。
」
）

雉
易

度
の

順

○
身

体
部

位
（左

右
）
：う

で
・
足

・
ひ

ざ
・
脚

・
耳

○
物

体
の

体
に

対
す

る
関

連
（左

右
）

：手
・
足

・
ひ

ざ
・
耳

な
ど

○
物

体
の

左
右

二箱
・机

・
本

な
ど

光
覚
～

指
数
弁

B

・
「
全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B
・
「
全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

－ 畠 －



S
t
ep 5

中
期

・－
4
ニ1
1

≪
身

体
部

位
を
絵

に
描

く
②

（
耳

・
脚

・足
・
碗

・
手

・眉
毛

・
眼

・頭

髪
・
首

筋
の

う
ち

．
6
つ
程

度
）
≫

†

7
）
人

の
絵

を
描

い
た

時
，
耳

・脚
・

足
・
腕

・
手

・眉
毛

・
眼

・頭
髪

・
首

筋

の
う
ち

，
6
つ

正
し
く
描

け
る
。

全
盲

C

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム

A
－
1
－
8
）】

5
：0
0
～

7
：0
0

【本
プ

ロ
グ
ラ
ム
4
－
5
）
】

く
5
：0
0
～

7
：0
0
＞

・
人

体
を
描

か
せ

る
。
耳

・脚
・足

・
腕

・手
・眉

毛
・
目

・頭
・
髪

・
首

す
じ
の

う
ち

6
つ

程
度

描
け
る
。
レ
ー

ズ
【
始

歩
一

白
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム

A
－

ラ
イ
タ
ー

な
ど
で

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
さ
せ

る
と
よ
い

。
1－
8
）】

ス
テ
ッ
プ

：身
体

部
位

を
分

け
た
人

の
パ

ズ
ル

を
合

わ
せ

る
。
→

人
体

を
描

く
。

・
人

体
を
描

か
せ

る
。

・
人

体
の

絵
を

触
っ
て

．
そ

の
身

体
部

位
を
言

わ
せ

る
。

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
r
全

盲
」
と
同

様
。

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
－
5
）弱

視
用

と
】司

一
の

方
法
。

・
r
全

盲
」
と
同

様
。
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5．
基

本
図

形

宙 掩 禰 咄 声 詮 － 四 遍 薄 沖 紳 海 苛 亜 ヾ □ ヽ q t ト 中 日 J く ノ バ

発
達

段
階

年
齢

達
成

日
棲

視
覚

け
書

の

程
度

影
響

を

及
ぼ

す
程

度
指

導
内

容
・方

法
（例

〉
前

段
階

の

学
習

発
頭

学
習

S
te

p

3
前

期
・一

l
ニ2

≪
は

め
板

を
は

ず
す

（円
）
≫

†

1
）
は

め
板

の
円

板
を

は
ず

す
。

全
盲

B

・
片

方
の

手
で

円
板

の
位

進
を

確
か

め
，
も

う
一

方
の

手
を

持
っ

て
い

き
円

坂
を

は
ず

す
。

光
寛

一－
指

数
井

B
・
r
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

8

・
「
全

盲
」
と
Id

一
の

方
法

。

は
め

板
と
枠

に
色

を
塗

り
．
コ

ン
ト
ラ
ス

ト
を

明
確

に
す

る
。

≪
は

め
板

を
は

め
る
（9

（円
）
≫

T

2
）
は

め
板

の
円

板
を

は
め

る
。

全
盲

B

・片
方

の
手

で
は

め
る

位
置

を
確

か
め

，
も

う
一

方
の

手
で

，
は

め
板

を
は

め
さ
せ

る
。

は
め

方
の

ス
テ

ッ
プ

こ
「枠

を
つ

け
て

．
ス

ラ
イ

ド
さ

せ
て

は
め

る
」
→

「探
索

し
な

が
ら

は
め

る
。
」

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

4
）
】

光
電

～
指

数
弁

8

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

4
）
】

弱
視

B

【
保

有
‘視

機
能

活
用

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム　
領

域
6
－5

】

円
孔

を
指

さ
し
て

．
指

示
ど

お
り
，
は

め
さ

せ
る
。

は
め

板
の

は
め

ら
れ

る
側

の
側

面
に

は
っ

き
り
と
し

た
色

を
塗

る
な

ど
し

て
．
分

か
り
や

す
く
す

る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

4
）
】

≪
角

孔
に

丸
棒

を
入

れ
る

（
孔

入
れ

l
）
≫ †

3
）
課

題
箱

の
角

孔
に

，
見

本
を

見

た
後

，
丸

棒
を

入
れ

る
。

（
1
／

3
）

全
盲

B

片
方

の
指

で
．
角

孔
の

入
り

口
を

確
か

め
さ

せ
な

が
ら

，
課

題
箱

の
孔

に
．
丸

棒
を

入
れ

さ
せ

る
。

丸
棒

の
長

さ
こ
「
短

い
」
→

「長
い

」

丸
棒

の
太

さ
ニ
「
太

め
」
→

「細
め

」

【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

5
－

6
）
】

光
寛

一
指

数
弁

B
・
r
全

盲
」
と

I司
一

の
方

法
。

l
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

5
－

6
）
】

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

l
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

5
－

6
）
】

St
叩 4

前
期

・－
l
ニ1
1

≪
は

め
板

を
は

め
る

②

（
三

角
形

・
四

角
形

・
円

）
≫

†

1
）
は

め
板

を
回

転
し

．
三

角
形

・
四

角
形

・
円

形
の

は
め

板
全

て
合

わ
せ

ら
れ

る
。

（
1
／

5
）

全
盲

B

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
2
）と

同
一

の
方

法
。
は

め
板

の
数

こ
r
l
つ

j
→

「
2
つ

」
→

「3
つ

」
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

2
）】

＜
2
こ0

6
～

3
ニ0

6
＞

は
め

板
と
枠

の
形

や
曲

線
・
直

線
凱

角
の

i住
い

を
よ

く
触

ら
せ

る
．

【
視

覚
障

害
幼

児
用

手
指

運
動

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
1

－
3
－

S
te
p
3－

1
4
】

・
ロ

△
☆

な
ど

の
は

め
板

を
，
は

め
さ
せ

る
。

光
寛

一

指
数

弁
B

・
r
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

2
）】

・
「
全

盲
」
と

同
様

。

弱
視

B

【保
有

視
機

能
活

用
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

領
域

6
－
6
－
2
），

3
）】

・
「
○

△
」
，

「○
□

」
の

板
は

め
・
「○

△
D

J
の

板
は

め

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

2
）】

・
「
全

巨
」
と

同
様

。

≪
ぐ

る
ぐ

る
丸

を
描

く
≫

†

5
）鉛

筆
．
ク

レ
ヨ
ン

で
ぐ

る
ぐ

る
丸

を

か
く
。

全
盲

B

【
規

則
撞

一占
幼

児
用

手
指

運
動

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ⅱ

－
S
te

p
卜

1
）】

・は
じ

桝
ま

，
手

を
持

っ
て

描
か

せ
，
そ

の
後

，
ク
レ

ヨ
ン

を
持

っ
て

描
か

せ
る
。

光
覚

～
指

数
弁

B
・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
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S
te

P

4
中

期
～

2
こ5

≪
角

孔
に

角
板

を
入

れ
る

（
孔

入
れ

）
≫ †

6
）
訳

屑
箱

の
角

孔
に

角
板

を
入

れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

全
盲

B

・
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－
3
）と

同
一

の
方

法
。
角

板
を

使
用

。

角
板

の
良

さ
ニ
「
短

い
」
→

「長
い

」

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

3
）
】

光
覚

～

指
数

弁
B

・
r
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

3
）
】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－

3
）
】

≪
縦

・
横

線
を

描
く
≫

†

7
）
真

似
壬

横
線

・
縦

線
を

描
く
。

（
1

／
3
）
（ま

ね
て

直
線

を
引

く
。
）

全
盲

B

・
「真

似
て

」
が

な
け

れ
ば

O
。

1
．
【
視

覚
障

害
幼

児
用

手
指

運
動

訓
練

プ
ロ

グ
ラ

ム
Ⅲ

一
S
te

p
1－

2
】

は
じ

め
に

手
を

持
っ

て
．
縦

横
線

を
ひ

く
。
そ

の
後

一
人

で
．
ク
レ

ヨ
ン

を
も

ち
，
縦

・
横

の
線

を
引

か
せ

る
。

2
．
凸

因
を

使
い

，
縦

・
横

線
を

触
ら
せ

る
。

【始
歩

一
白

杖
導

入
期

用
盲

児
歩

行
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

A
r
2
－
1）

】

・縦
や

横
の

凸
直

線
の

指
た

ど
り
。

・
横

縦
の

弁
別

。

光
寛

一

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

・太
い

ク
レ

ヨ
ン

で
大

人
が

描
く
の

を
，
見

せ
て

描
か

せ
る

。

・
ク
レ

ヨ
ン

と
紙

の
コ

ン
ト
ラ

ス
ト
を

明
確

に
す

る
。

S
te
p

4
後

期
－

2
こ1
1

≪
基

本
図

形
の

形
あ

わ
せ

を
す

る

≫

†

8
）
三

角
形

一
円

角
形

一
円

一
半

円
一
幸

字
形

の
う
ち

l
（

爪
図

形
で

同
じ

形

全
盲

C

・
「
三

角
錐

・立
方

体
・
球

の
う
ち

一
つ

の
形

で
」
な

ら
O

。
・
越

択
凶

形
（凶

形
板

）
を

提
示

し
．
刺

激
凶

形
と

同
じ

凶
形

・
2
種

類
の

形
を

提
示

し
．

同
形

の
形

を
選

ば
せ

る
。

を
選

ば
せ

る
。

・
ス

テ
ッ

プ
こ
球

→
三

角
錐

→
立

方
体

図
形

の
ス

テ
ッ

プ
：
「
三

角
形

・
四

角
形

・
円

」
→

「
半

円
・十

字
」

光
覚

～

指
数

弁
C

・
r
全

盲
」
と

同
一

の
方

法
。

・
「
全

盲
J
と

同
様

。

弱
視

8

【
保

有
視

機
能

活
用

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム　
領

域
6
－
7
－
5
）】

を
遥

ペ
る
。

（8
／
1
0
）

2
種

類
の

図
形

板
を

提
示

し
．
同

形
の

図
形

板
を

選
ば

せ
る

。
（図

形
板

こ
黒

く
塗

ら
れ

た
円

・正
三

角
形

・

正
方

形
・十

字
形

）

図
形

の
ス

テ
ッ
プ

こ
「三

角
形

・
四

角
形

・円
」
→

「
半

円
・
十

字
」

≪
丸

を
描

く
（
図

形
描

き
（か

≫

丁

9
）
ま

ね
キ

○
を

か
く
。

（
1
／

3
）

全
盲

B
・
「
ま

ね
て

」
を

と
る

と
○

。

・凸
図

を
示

し
た

後
．
手

を
持

っ
て

描
か

せ
る

。
そ

の
後

，
一

人
で

ク
レ

ヨ
ン

で
描

か
せ

る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－
1
1〉

】

光
覚

一一

指
数

弁
B

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－
1
1〉

l

弱
睨

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
木

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－
1
1）

】

≪
応

用
図

形
の

形
あ

わ
せ

を
す

る

1
≫

†

1
0
）
三

角
形

・正
方

形
・
台

形
・平

行

四
辺

形
・八

角
形

・
円

・
だ

円
・
半

全
音

C

・
「三

角
錐

・
立

方
体

・珠
の

う
ち

す
べ

て
の

形
で

」
な

ら
○

・
選

択
凶

形
（
図

形
板

）
を

提
示

し
．
刺

激
凶

形
と
同

じ
図

形

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
8
）
と
同

一
の

方
法

。
を

選
ば

せ
る
。

【
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
5
－
13

）
】

光
覚

～

指
数

弁
C

・
r全

盲
」
と
「4

一
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
rd

様
。

弱
視

C

【保
有

視
機

能
活

用
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

領
域

6
－
7
－
5
・6

）
】

＜
3
こ0

0
～

4
こ0

0
程

度
＞

円
・
十

字
形

の
図

形
で

同
じ
形

合
わ

・
2
種

類
の

図
形

板
を

提
示

し
，

同
形

の
図

形
板

を
選

ば
せ

る
。

（
図

形
板

二黒
く
塗

ら
れ

た
円

・
正

方
形

・
艮

【
保

有
視

機
能

活
用

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム　

領
域

6
－
9
－
9
）】

せ
が

で
き

る
。

（8
／

1
0
）

方
形

・
台

形
・平

行
四

辺
形

・手
に

持
っ

た
8
種

類
の

図
形

板
と
同

形
の

も
の

を
探

し
て

，

重
ね

さ
せ

る
。

（図
形

板
こ
黒

く
塗

ら
れ

た
円

・
だ

円
・
正

三
角

形
・正

方
形

・
長

方
形

・
台

形
・
平

行
四

辺
形

・
八

角
形

）

－ ∽ N I
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S
te
p

5
前

期
・－
3
ニ1
1

≪
一

つ
の

丸
を
描

く
（
図

形
描

き
②

）

≫
†

1
1
）
鉛

筆
，
ク
レ
ヨ
ン
で

丸
を
か

く
。

（1
つ

の
丸

で
あ

る
こ
と
）

全
盲

B

【
視

覚
障

害
幼

児
用

手
指

運
動

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

皿
－
S
te
p
4
－
4
）】

＜
3
ニ0
6
－
4
こ0
6
＞

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

に
，
ボ

ー
ル

ペ
ン
で

円
を
描

か
せ

る
。
始

点
を

指
先

で
押

さ
え
，
再

び
ペ

ン
先

が
戻

っ
て

【
視

覚
障

害
幼

児
用

手
指

運
動

く
る
よ
う
に

さ
せ

る
。
線

が
切

れ
て
い

な
い
か

，
確

認
さ
せ

る
。

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
－
S
te
p
4
－

4
）】 ・レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

に
，
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
円

・
縦

横
線

，
点

結
び

な
ど
を
描

か
せ

る
。
点

結
び

の

際
，
盲

児
に

は
，
利

き
手

と
反

対
の

手
で

．
始

点
・
終

点
に

触

ら
せ

る
よ
う
に
す

る
。

・十
分

に
措

か
せ

る
時

間
を
と

る
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
9
）
】

光
覚
～

指
数
弁

B

・
r全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
同

様
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

を
と
り
，
ク
レ
ヨ
ン

・色
鉛

筆
と
用

紙
使

用
。

＜
3
こ0
6
～

4
：0
6
＞

【視
覚

障
害

幼
児

用
手
指

運
動

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
－
S
te
p
4
－

4
）
】

・弱
視

児
に

は
，
線

を
見

さ
せ

る
よ
う
に
す

る
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
9
）
】

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

≪
十

字
を
描

く
（
図

形
描

き
③

）
≫

†

12
）
十

字
を
か

く
。

全
盲

B

・本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
1
1
）と

同
一

の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
1
1
）
】

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
4
）
】

光
覚

～
指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
1
1
）
】

【本
プ

ロ
グ
ラ
ム
5
－
1
4
）
】

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同
一

の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

5
－
1
1
）
】

【本
プ

ロ
グ
ラ
ム
5
－
1
4
）
】

≪
応

用
図

形
の

形
あ

わ
せ

を
す

る

≫

†

13
）
三

角
形

・正
方

形
・
台

形
・
平

行

四
辺

形
・
八

角
形

・
円

・
だ

円
・
半

円
・十

字
形

の
図

形
で

同
じ
形

合
わ

せ
が

で
き
る
。

（1
0
／

10
）
【
弱

】

全
盲

D

・細
か

い
図

形
の
弁

別
は

，
こ
の
段

階
で

は
不

可
能

。
【本

プ
ロ
グ

ラ
ム
5
－
8
）
】

＜
4
：0
0
～

5
：0
0
程

度
＞

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
4
－
S
tc
p
3
－
5
）盲

児
用

】

・
選

択
寓

形
を
触

察
さ
せ

た
後

，
刺

激
図

形
を
手

渡
し
図

形
を
覚

え
さ
せ

る
。
そ

し
て

再
び

選
択

図
形

を
提

示
し
，
刺

激

図
形

と
同

じ
図

形
を
選

ば
せ

る
。
（図

形
カ

ー
ド
は

凸
図

：刺

激
図

形
6
枚

，
選

択
図

形
8
枚

。
正

方
形

・
円

・正
三

角
形

・

だ
円

・
直

角
三

角
形

・
長

方
形

・
ひ

し
形

・平
行

四
辺

形
・台

形
）

光
党
～

指
数

弁
D

・
「全

盲
」
と
同

様
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
8
）
】

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
5
－
1
0
）
と
同

様
の

方
法

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
0
）
】

【
同

プ
ロ
グ
ラ
ム

同
一

項
目
弱

視
児

用
】

6
枚

の
図

形
カ
ー

ド
を
提

示
し
た
後

．
刺

激
用

の
カ

ー
ド
を

提
示

し
て

，
同

じ
図

形
を
選

択
さ
せ

る
。

・
図

と
台

の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
明

確
に
す

る
。

1 ひ ∽ －
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S
te
p

S 中
期

・－
4
ニ1
1

≪
正

方
形

を
措

く
（図

形
描

き
④

）
≫

†

1
4
）
見

本
ど
お

り
正

方
形

を
描

く
。
（
1

／
3
）

全
盲

C

・
凸

凶
を
示

し
た

後
．
手

を
持

っ
て

レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

で
措

か
せ

る
。
そ
の

後
一

人
で

レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

で
描

＜
3
こ0
6
－

4
：0
6
＞

＜
5
：0
0
過

ぎ
～

6
：0
0
程

度
＞

か
せ

る
。

【視
覚

障
害

幼
児

用
手

指
運

動

訓
練

プ
ロ
グ

ラ
ム
Ⅲ

－
S
t
ep

4
一

4
）
】

・レ
ー

ズ
ラ
イ
タ
ー

に
，
ボ

ー
ル

ペ
ン
で

ぐ
る
ぐ
る
丸

・
縦

横
線

，

斜
め
線

な
ど
を

描
か

せ
る
。

・十
分

に
描

か
せ

る
時

間
を

と
る
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ

ム
3
－
S
te
p
5
－
1
0
）－

（2
〉】

・凸
図

の
図

形
カ

ー
ド
を

記
憶

さ
せ

，
レ

ー
ズ

ラ
イ
タ
ー

の
上

に
同

じ
形

を
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
書

か
せ

る
。

図
形

：
正

方
形

・長
方

形
・正

三
角

形
・
直

角
三

角
形

・
円

・

だ
円

・左
手

で
描

き
は

じ
め

を
押

さ
え

さ
せ

た
り
．
描

い
た
あ

と
を

確
か

め
さ
せ

た
り
す

る
と
よ
い

。

光
覚

～
指
数

弁
C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【本

プ
ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

・
「全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
＜
3
：0
6
へ
4
：0
6
＞

【視
覚

障
害

幼
児

用
手

指
運

動

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅲ

一
St
ep

4
一

4
）
1

・弱
視

児
に

は
，
線

を
見

さ
せ

る
よ
う
に

す
る
。

・ク
レ
ヨ
ン
な

ど
で

も
よ
い

。
【本

プ
ロ
グ

ラ
ム
5
－
1
2
）
】

・
r全

盲
」
の

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

同

一
項

目
弱

視
用

】

・図
形

カ
ー

ド
を
記

憶
さ
せ

．
色

鉛
筆

で
描

か
せ

る
。
図

形
は

全
盲

用
と
同
様

。

≪
三

角
形

で
四

角
形

を
つ

く
る

≫

†

15
）
見

本
と
同

じ
よ
う
に

，
三

角
の

積

み
木

を
合

わ
せ

て
四

角
を

つ
く
る
。

（2
／

3
）

全
盲

C

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
－
S
t
e
p
4
－
1
2
ト
（2
）
】

＜
5
：0
0
過

ぎ
～

6
：0
0
＞

刺
激

図
形

板
を
触

ら
せ

な
が

ら
，
三

角
形

の
図

形
板

を
組

み
合

わ
せ

，
四

角
形

を
つ

く
る
。
図

形
板

は
，
裏

【
同

プ
ロ
グ

ラ
ム
同

一
項

目
】

返
し
さ
せ

な
い

。
ま
た

は
嚢

が
わ

か
る
よ
う
に

，
表

裏
の

素
材

を
代

え
る
。

図
形

の
形

：
円

→
平

行
四

辺
形

→
ひ

し
形

→
台

形
→

五
角

枠
：
あ

り
→

な
し

形
→

だ
円

光
覚

～
指

数
弁

C

・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
・
「全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「
全

盲
」
と
同

じ
方

仏
。

・
「全

盲
」
と
同

様
。

－ 切 か －
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発
達

段
階

年
齢

速
成

白
檀

視
覚

障
害

の
程

度

影
響

を
及
ぼ
す

程
度

指
導

内
容

・方
法

（
例
）

前
段

階
の

・
学

習
発
展
半

官

S
te
p

・－
1
こ2

≪
室

内
の

方
向

・
位

置
の

弁
別

・
探

索
≫

全
盲

C

【発
達

段
階

別
歩

行
指

導
法

・領
域

2
－
S
te
p
3
－
3
．
4
】

・子
ど
も
が
興

味
を
示

し
て

い
る
物

を
同

じ
場

所
に

置
き
，
自
分

で
灰

L
に

行
か

せ
る
。

・方
向

・
位

置
関

係
の
把

握
の

た
め

，
生

活
上

毎
日
繰

り
返

す
動

作
は

，
同

じ
位

置
で

同
じ
方

向
を

向
か

せ
，
行

わ
せ

る
よ
う
に
す

る
。
ま
た

，
学

習
や

食
事

の
時

の
机

・椅
子

の
位

置
な
ど

を
一

定
に
す

る
。
M
D

デ
ッ
キ
や

時
計

を
い
つ

も
一

定
の
位

置
に

放
き
，
一

定
の
方

向
か

ら
音

を
出

す
な

ど
の

環
境

づ
く
り
に
気

を

3
†

つ
け
る
。
そ

の
際

，
柱

の
角

に
フ
バ

ー
を
貼

る
な

と
安

全
に
注

．U
、す

る
。

前
期

1
）
テ

ー
ブ

ル
を
ま
わ

っ
て

．
欲

し
い

も
の

を
取

り
に
い

く
。
【
盲

・
光

】

ス
テ

ッ
プ

：狭
い

空
間

→
広

い
空

間

光
覚

～
指
数

弁
C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

≪
場

所
の

弁
別

≫
★

1

2
）
よ

く
知

っ
て

い
る
場

所
に

く
る

と
教

え
る
。
（
自

分
の

家
の

前
に

．
ま

た
は

，
菓

子
の

戸
棚

の
前

に
来

る
と

指
さ
し
た

り
．
「
ア
ー

ア
ー

J
と
い

っ
て

教
え

る
）

全
盲

C

・
家

の
中

で
は

，
床

の
敷

き
も
の

や
，
扉

に
貼

る
も
の

は
異

な
っ
た

材
空事

こ
す

る
。
コ
ー

ナ
ー

ご
と
に

変
え
る

の
も
よ

い
。
部

屋
や

コ
ー

ナ
ー

ご
と
に

印
（好

き
な

お
も
ち
ゃ

や
鈴

）
な

ど
を

つ
け
て

，
目
印

に
す

る
な
ど
の

環
境

づ
く
り
に

気
を
つ

け
る
。

・
外

で
は

，
感

触
の

違
い

や
に

お
い

・
音

を
意

識
さ
せ

る
。

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

S
te
p

4
前

期
・－

tニ
1
1

≪
位

置
関

係
の

理
解

（む
（
2
つ

）
≫

†

3
）
2
個

の
コ
ッ
プ

の
1
つ

に
お

も
ち
ゃ

を
隠

し
，
コ
ッ
プ

を
動

か
し
て
も
玩

具

の
位

置
が

分
か

る
。
（2

／
3
）
【弱

】

弱
視

B

・
コ
ッ
プ

を
2
つ

並
べ

て
ふ

せ
，
お

も
ち

ゃ
の

犬
を

コ
ッ
プ

に
入

れ
る
。
左

右
の
位

置
を
ず

ら
し
，
犬

の
位

置

を
答

え
さ
せ

る
。

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
6
－
4
）
】

≪
位

置
関

係
の

理
解

②
（
3
つ

）
≫

†

4
）
3
個

の
コ
ッ
プ

の
1
つ

に
お

も
ち
ゃ

を
隠

し
，
コ
ッ
プ

を
動

か
し
て
も
玩

具

の
位

置
が

分
か

る
。

（2
／

3
）
【
弱

】

弱
視

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
6
－
3
）弱

視
用

と
同

一
の

方
法

。
コ
ッ
プ

は
3
つ

使
用

。
【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム

6
－
3
）
】

【
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
6
－
7
）
】

l

－ ひ い －



日 母 野 諮 袖 ・ 与 章 　 拗 N

S
t叩 4

中
期

・－
2
こ5

≪
上

・
中

・
下

・左
・右

の
理

解
（2

つ
〉
≫ †

5
）
上

・
中

・
下

・前
・後

の
位

置
関

係
を
示

す
こ
と
ば

の
う
ち

，
二

つ
は

わ

か
る
。

全
盲

C

1
．
日
分

の
身

体
に

お
け

る
関

係
・
2
段

の
棚

の
上

下
，
3
段

の
棚

の
上

中
下

に
指

示
ど

お
り
物

指
示

ど
お

り
，
自

分
を
中

心
と
し
た
前

後
ま
た

は
自
分

の
へ

そ
を
中

心
と
し
た
上

下
に
．
手

を
伸

ば
さ
せ

る
。

を
お

か
せ

る
。

2
．
日
分

と
離

れ
た
空

間
関

係
＜

3
こ0
0
～
3
こ1
1
＞

【視
覚

障
害

幼
児

用
言

語
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム　

Ⅲ
－
3
－
S
te
p
3
】但

し
，
こ
の

段
階

の
後

【
始

歩
一

日
杖

導
入

期
用

盲
児

歩
行

指
導

プ
ロ
グ

ラ
ム　

A
－

2
－
2
）】

・
自
分

を
中

心
と
し
た

前
後

の
理

解
。

・
自
分

の
へ
そ

を
中

心
と
し
た
上

下
の

理
解

。
【
発

達
段

階
別

歩
行

指
導

法
・
領

域
2
－
S
te
p
4
－
3
】

・
指

示
ど
お

り
，
手

を
「上

」
r右

」
な
ど

に
向

け
さ
せ

る
。

・
音

の
出

る
方

向
へ

手
を
向

け
た
り
．
言

葉
で

言
わ

せ
る
。
歩

か
せ

る
。

ス
テ

ッ
プ

：
（
自
分

と
の

位
置

関
係

）
「
自

分
の
身

体
」
→

「
自

分
に

接
す

る
物

」
→

r
自

分
と
離

れ
た

空
間

の
上

中
下

前
後

の
関

係
」

・小
さ
な
箱

を
2
つ

重
ね

て
お

き
，
指

示
ど
お

り
，
「上

」
「
下

」
の
箱

を
と
ら
せ

る
。

・指
示

ど
お

り
，
積

み
木

を
r前

」
「後

」
に

置
か
せ

る
。

光
覚
～

指
数
井

C

・
「
全

盲
」
と
同
一

の
方

法
。

・
r全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B
・
「
全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

S
te
p

4
後
期

一一
2＿
1
1

≪
積

み
木

で
ト
ラ
ッ
ク
を
つ

く
る

（
積

全
盲

C

・
見

本
の

ト
ラ
ッ
ク
を
触

ら
せ

た
後

，
4
個

の
直

方
体

の
積

み
木

で
ト
ラ
ッ
ク
を
つ

く
ら
せ

る
。
見

本
は
崩

れ
な

い
よ
う
に

固
定

し
た
も
の

も
準

備
す

る
。
見

本
を
触

ら
せ

．
つ

く
っ

た
り
，
直

さ
せ

る
の
も
よ
い

。
マ

グ
ネ

ッ
ト
つ

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
－
8
）
】

み
木

①
≫

†

6
）
積

み
木

の
ト
ラ
ッ
ク
を
真

似
て

つ
く
る
。

≒

き
の

積
み

木
を
使

用
し
て
も
よ
い

。

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「
全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
－
8
）
】

弱
視

B
・
「
全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

【本
プ

ロ
グ
ラ
ム

6
－
8
）
】

≪
位

置
関

係
の

理
解

③
（3

列
×
3

行
）
≫ †

7
）
3
列

3
行

の
記

憶
板

に
あ

る
絵

位
匠

が
分

か
る
。
（2

／
3
）

全
盲

B

・
「
横

3
つ

に
並

ん
だ

箱
の

中
に
あ

る
l
コ
の
積

み
木

J
な
ら
○

。

・
横

3
つ

に
並

ん
だ

箱
の

ふ
た

を
順

番
に

開
け
て

，
積

み
木

が
あ
る
位

置
を

確
か

め
さ
せ

る
。
覚

え
た
ら
．
見

本
の

積
み

木
を
探

さ
せ

る
。

光
覚
～

指
数
弁

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の
方

法
。

・
箱

と
積

み
木

の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
明

確
に

す
る
。

【本
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
－
4
）
】

≪
積

み
木

で
家

を
つ

く
る
②

≫

†

8
）積

み
木

で
複

雑
に
組

み
立

て
る
。

［
熟

全
盲

B

・
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
6
－
6
）
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

6
－6

）
】

＜
3
こ0
6
～

4
こ0
6
＞

【
視

覚
障

害
幼

児
用

感
覚

訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅳ
－

3
－
S
te
p
4
一

5
）
・6
）
】

・
立

方
体

（2
コ
）
と
直

方
体

（3
コ
）
の
積

み
木

を
つ

か
っ
て

．
情

を
組

み
立

て
さ
せ

る
。

・
立

方
体

（6
コ
）
と
直

方
体

（
3
コ
）
の
積

み
木

を
つ

か
っ
て

．
橋

を
組

み
立
て

さ
せ

る
。

光
覚
～

指
数

弁
B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

6
－
6
）
】

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
【
本

プ
ロ
グ

ラ
ム

6
－
6
）
】

・
「
全

盲
」
と
同

様
。

－ 印 の －



S
te
p

5
・－
4
こ1
1

≪
横

に
並

ん
だ

も
の

の
位

置
を
覚

全
盲

C

・
「
片

手
で

碩
み

木
を
触

り
な

が
ら
，
も
う
片

方
の

手
で

叩
く
。
」
な
ら
O

。

・横
一

列
に

並
べ

た
積

み
木

を
，
叩

く
順

番
を
覚

え
て

叩
か
せ

る
。
ブ

ロ
ッ
ク
な

ど
固

定
で

き
る
も
の

に
閃

き

中
期

え
て

た
た

く
≫

†

9
）
例

示
後

，
4
つ

の
積

み
木

を
見

本
と
同

じ
よ
う
に
位

関
を
覚

え
て

．
叩

く

ー
と
が
で

与
る

（例
・
隣

り
A

、
1
つ

換
え
て

も
よ
い

。

光
覚
～

指
数
弁

C

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。

ロ
フ
，

飛
ば

し
）
（3
／

1
2
）

弱
視

B

・
「全

盲
」
と
同

一
の

方
法

。
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